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古
代
末
期
の

「村
」
と
在
地
領
主
制

社

領

と

千

葉

氏

lf)l 

lま

め

じ

在
地
領
主
制
の
形
成
過
程
を
追
及
す
る
研
究
組
角
は
種
々
あ
る
が
、
「
古

代
が
都
市
お
よ
び
そ
の
小
領
域
か
ら
出
発
し
た
と
す
れ
ば
、
中
世
は
農
村
か

（

I
〉

ら
出
発
し
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
は
古
代
王
朝
国

家
の
崩
壊
を
前
提
に
し
た
と
こ
ろ
の
在
地
に
お
け
る
生
産
関
係
H
階
級
関
係

の
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
古
代
に
お
け
る
内
在
的
階
級

関
係
の
展
開
が
ど
の
よ
う
に
し
て
古
代
王
朝
国
家
の
権
力
に
と
っ
て
代
る
か

（

2
） 

と
い
う
基
本
的
視
角
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
私
的

所
有
関
係
が
領
主
対
農
民
と
い
う
階
級
対
立
と
矛
盾
の
中
で
ど
の
よ
う
に
貫

か
れ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
ο

さ
て
、
右
の
基
本
的
視
角
か
ら
す
る
と
、
す
で
に
諸
先
学
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
つ
に
は
在
地
土
豪
層
の
私
富
・
私
財
の
問
題
が
不
可

欠
の
課
題
と
し
て
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
在
地
土
豪
層
の
営
田

能
力
を
支
え
る
私
書
と
、
「
所
職
」
で
保
証
せ
ら
れ
家
産
化
し
た
私
財
と
は

古
代
末
期
の
「
村
」
主
在
地
領
主
制
（
村
川
）

を

中
、
)L 、

村

げ
れ
ド

白
ム

i 
I
E／ 

幸

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
保
持
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て

発
展
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
全
面

的
に
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
在
地
領
主
層
が
い
わ
ゆ
る
「
相
伝

の
私
領
」
と
し
て
有
す
る
そ
の
経
営
地
の
生
成
・
発
展
を
中
心
的
に
扱
い
、

右
の
課
題
に
接
近
す
る
こ
と
を
意
図
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
相
伝
の
私
領
」
の
追
一比
と
い
う
と
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
三
つ
の
手
掛
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
清
水
三
男
氏
が
定

（

3
〉

〈

4
〉

式
化
さ
れ
た
「
村
」
ハ
落
）
の
理
解
で
あ
り
、
第
二
に
中
田
薫
氏
以
米
の
「
私

領
」
の
性
格
理
解
で
あ
り
、
第
三
に
は
永
原
慶
二
氏
が
し
め
さ

れ
た

「畠

地
」
の
理
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た
業
績
に
も
と

e

つ
い

て
東
国
に
お
け
る
在
地
領
主
制
の
一
形
成
過
程
を
検
討
し
て
み
た
い
。
就

（

6
） 

中
、
考
察
の
対
象
は
、
主
と
し
て
下
総
国
香
取
社
領
で
あ
る
が
、
関
連
的
に

は
千
葉
氏
を
も
扱
う
こ
と
に
す
る
。

註
（
1
）
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
岩
波
文
庫
版
二
九
頁
）
。

（
2
）
拙
稿
「
古
代
に
お
け
る
内
在
的
階
級
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
歴

九
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法
政
史
学

第
十
九
号

史
学
研
究
ー
一
二
九

O
号）。

（
3
）
、
清
水
三
男
『
日
本
中
世
の
村
落
』
第
三
章
。

ハ
4
）
中
田
薫
『
法
制
史
論
集
』
第
二
巻
。

（
5
）
永
原
慶
二
「
日
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
第
二
部
第
五
論

文。
（
6
）
香
取
社
領
に
関
す
る
研
究
論
文
と
し
て
す
で
に
貴
重
な
二
、
三

の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
左
掲
す
れ
ば
、

百
瀬
今
朝
雄
「
下
総
国
に
お
け
る
香
取
氏
と
千
葉
氏
の
対
抗
」
（
「
歴

史
学
研
究
」
一
五
三
号
）
。

西
岡
虎
之
助
「
坂
東
八
ヶ
国
に
お
け
る
武
士
領
荘
園
の
発
達
」
（
同

氏
『
荘
園
史
の
研
究
』
下
巻
一
所
収
）
。

福
田
豊
彦
「
封
建
的
領
主
制
形
成
の
一
過
程
」

（
安
田
元
久
編

『円

本
封
建
制
成
立
の
諸
前
提
』
所
収
）
。

高
島
緑
雄
「
中
世
に
お
け
る
寄
取
社
領
の
村
落
」
（
「
地
方
史
研
究
」

一
一
ノ
一
号

J

）。

木
村
礎
・
高
島
緑
雄
「
香
取
社
領
に
お
け
る
集
部
と
耕
地
」
（
「
駿
台

史
学
」
一
三
号
〉
等
で
あ
る
。

一、
「
村
」
の
性
格

香
取
社
領
の
村
は
郷
主
も
い
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
十
二
郷
（
村
〉
を
も
っ
て

社
領
の
主
体
的
部
分
を
構
成
し
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
十
二
世
紀
半
頃
で

（

1
） 

は
、
「
所
詮
当
社
領
十
二
郷
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
十
四
世
紀
末
に
は
、
「
呑

〈

2
）

取
十
二
ケ
村
さ
ん
さ
ひ
の
神
田
昌
等
、
も
ろ
も
ろ
の
名
々
事
」
と
記
さ
れ
て

い
る
如
く
で
あ
る
。
こ
の
香
取
社
領
の
村
と
郷
と
は
、
す
で
に
福
田
豊
彦
氏

。

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
に
郷
と
は
国
役
賦
課
の
対
象
と
し
て
用
い

ら
れ
、
村
は
在
地
領
主
が
自
己
の
所
領
を
記
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
や
が
て
国
役
が
私
領
主
層
を
対
象
と
し
て
謀
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

（

3
） 

と
、
そ
の
相
具
が
み
ら
れ
な
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
右
に

み
た
香
取
社
領
の
十
二
郷
（
村
）
と
は
、
ど
の
郷
々
（
村
々
）
を
さ
し
て
い

る
の
か
必
ず
し
も
判
然
と
し
て
い
な
い
。
十
二
世
紀
半
頃
で
は
、
弘
長
元
年

（

4
） 

（
二
一
六

一
〉
十
一
月
廿
五
日
附
の
『
葛
原
牧
小
野
織
幡
地
帳
』
と
弘
安
元

（

5
） 

年
（
一
二
七
八
）
十
月
十
四
日
附
の
『
香
取
神
領
回
数
日
銀
』
と
が
あ
り
、

前
者
に
は
高
房
里
・
織
幅
・
小
野
の
三
ケ
（
村
）
が
、
後
者
に
は
丁
古
・
佐

原

・
新
部
・

上
相
根

・
大
相
根
・

返
田

・
苅
馬

・
鍬
山
・
加
符
の
九
ケ
村
が

あ
り
合
計
す
る
と
十
二
ケ
村
と
な
る
。
ま
た
十
四
世
紀
末
に
は
、
応
永
六
年

（

6
） 

（
一
三
九
九
）
六
月
五
日
附
の
「
香
坂
御
神
領
検
田
坂
帳
』
に
丁
古
・
佐
原

・
新
部
・
苅
馬
・
鍬
山
・
上
相
根
・
返
田
の
七
ケ
村
が
み
ら
れ
、
周
年
月
日

（

7
） 

附
の
『
香
取
御
神
領
畠
検
注
取
帳
』
に
は
丁
古
・
吉
原
・
大
畠
・
相
根
・
新

部

・
津
官

・
佐
原

・
返
田

・
追
野

・
宮
本
の
十
ケ
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
阿
帳
を
合
わ
せ
る
と
、
十
四
世
紀
末
で
は
丁
古
・
佐
原
・
新
部

．
返
回

・
相
根

・
吉
原

・
大
畠

・
津
官

・
追
野
・

宮
本

・
苅
馬

・
鍬
山
の
十

二
ケ
村
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
十
阿
佐
紀
末
の
十
二
ケ
村

を
十
二
肘
紀
半
頃
の
十
二
ケ
村
と
比
べ
る
と
、
丁
十
日
・
佐
原
・
新
部
・
ハ
上
・

大
）
相
根
・
返
回
・
苅
馬
・
鍬
山
の
七
ケ
村
は
一
致
す
る
が
、
残
り
の
村
々

は
一
致
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
勿
論
別
表
を
み
て
も
判
る
よ
う
に

こ
の
他
に
も
村
々
は
存
在
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
村
々
の
不
一
致
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ご

く
一
般
的
な
表
現
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
村
の
新
規
設
定
（
改
称
も
含
む
）
お
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よ
び
併
合

・
廃
止
等
に
よ
る
不
一
致
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は
問

題
の
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
ふ
む
し
ろ
問
彊
は
、
不
一

致
と
し
て
現
わ
れ
る
よ
う
な
中
世
の
村
と
は
、
本
質
的
に
ど
の
よ
う
な
性
格

を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
成
立
期
の
村
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）
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法
政
史
学

第
十
九
号

な
村
を
抽
出
し
て
み
る
と
表
の
如
く
で
あ
る
。

香
取
社
領
の
村
の
変
動
に
つ
い
て
は
す
で
に
福
田
氏
は
、
正
慶
二
年
（
一

（

9
） 

三
三
一
二
）
四
月
十
六
日
附
の
『
香
取
大
領
夫
畠
検
注
取
帳
』
に
み
る
七
ケ
村

と
、
鎌
倉
中
期
頃
の
「
検
田
帳
」
（
弘
長
元
年
の
『
葛
原
牧
小
野
織
幡
地
帳
』

お
よ
び
弘
安
元
年
の
『
香
取
神
領
回
数
日
録
」
）
に
み
る
村
々
を
比
較
さ
れ
、

「
検
田
帳
」
に
は
吉
原
・
大
畠
・
津
官
の
三
ケ
村
が
み
え
な
い
が
、
こ
の
う

ち
の
吉
原

・
大
畠
の
二
ケ
村
は
応
保
二
年
へ
一
二
つ

己
六
月
三
日
附
の

『大

（
叩
）

禰
宜
実
一
房
譲
状
』
に
み
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
こ
れ
ら
の
村
の
名
称

区
分
の
変
化
が
弘
長
か
ら
正
慶
に
至
る
約
七

0
年
間
の
変
動
で
は
な
い
」
と

断
定
さ
れ
た
。
ま
た
応
永
六
年
の
「
検
田
帳
」
（
『
香
取
御
神
領
検
田
取
帳
』）

と
「
検
畠
帳
」
（
『
香
取
御
神
領
畠
検
注
以
帳
』）
と
が
夫
々
に
同
じ
区
分
を
用

い
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

「あ
る
村
に
は
田
地
ば
か
り
で
そ
の
近
隣
の
村
に

は
田
地
が
少
し
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
推
測

の
も
と
に
、
「
村
の
名
称
・
区
分
の
変
動
す
る
原
因
は
、
『
検
問
帳
』
と
『
検

畠
帳
』
の
性
格
の
相
典
に
求
め
る
以
外
に
な
か
ろ
う
」
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

「
こ
れ
ら
の

『
村
』
は
領
主
の
支
配

・
徴
納
の
都
合
に
よ
っ
て
、
或
程
度
使

（日〉

山
的
に
併
合
・
区
分
の
さ
れ
た
擬
制
的
村
落
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
一
日
向
島
緑
雄
氏
は
稲
田
氏
に
し
た
が
い
な
が
ら
、
社
領
内
に
み
る

（
臼
）

「
村
」
の
三
類
形
を
見
出
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
両
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
史
料
上
に
現
わ
れ
る
村
の
名
称
や
変
動
の
原
因
は
、
「
検
田

帳
」
と
「
検
品
帳
」
の
性
格

u
m品
耕
地
の
把
握
の
仕
方
の
相
異
か
ら
き
て

い
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
だ
と

い
っ
て
平
安
末
期
の
村
と
室
町
中
期
の
村
と
を
混
同
化
し
て
村
一
般
と
し
、

こ
れ
ら
の
村
を
「
或
程
度
便
宜
的
に
併
合

・
区
分
の
な
さ
れ
た
擬
制
的
村
落

で
あ
る
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
は
た
し
て
有
効
な
規
定
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
甚
だ
疑
問
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
福
田
氏
は

村
の
名
称
が
弘
長
か
ら
正
慶
に
至
る
七

0
年
間
の
変
動
に
よ
る
も
の
で
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
応
保
二
年
の
『
大
禰
宜
実
一房
譲
状
』
を
用
い

た
が
、
応
保
二
年
に
み
え
る
村
と
は
、
大
禰
宜
家
伝
来
の
主
要
な
所
領
耕
地

た
る
金
丸
犬
丸
両
名
目
内
に
新
た
に
「
立
券
」
を
行
っ
た
部
分
を
含
ん
だ

ご

、
村
々
名
畠
坪
付
金
丸
犬
丸
」
と
い
う
別
項
記
載
の
畠
地
の
検
注
を

内
容
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
は
こ
こ
に
み
る
村
々

H
香
取
・
大
畠

・
二
俣
・
新
家

・
田
太
・

吉
原
の
六
ケ
村
は
白問地
と
し
て
は

（
条
）

じ
め
て
現
わ
れ
た
村
々
で
あ
る
。
例
え
ば
別
項
「
一
、
金
丸
犬
丸
二
名
修
里

坪
什
」
の
項
の
三
条
に
は

一
士
日
原
里
廿
三
千
田
正
段
十
歩
廿
六
赤
田
一
段
百
歩
舟
四
真
広
田

二
段
同
坪
圭
田
三
百
歩
品
川
一
一
一
石
井
田
三
段
百
歩
廿
四

里
同
五
段

と
あ
り
、
同
じ
く

内
新
家
里
十
八
沢
田
川
段
百
歩
川
千
人
目
一

一段
九
甥
回
二
段
二
百

歩
十
問
北
相
田
二
段
町
三
苗
代
田
二
段
十
六
次
回
一

反
六
歩

と
あ
っ
て
、
「
吉
原
旦
」
「
新
家
虫
」
の
問
地
は
金
丸
犬
丸
両
名
目
の
一
部

を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
一
、
村
々
名
品
坪
付
金
丸
犬
丸
」
の
項

に
み
る
「
吉
原
村
」
「
新
家
村
」
は
、
こ
の
「
古
原
里
」
「
新
家
里
」
に
あ

る
金
丸
犬
丸
両
名
目
の
散
在
耕
地
の
間
断
を
畠
地
と
な
し
た
た
め
に
、
こ
の

畠
地
を

「吉
原
村
」

一i

新
家
村
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で

注
意
し
た
い
の
は
、
田
地
は
「
吉
原
里
」
「
新
家
里
」
の
如
く
古
代
的
条
里
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の
「
里
」
を
も
っ
て
し
め
し
、
畠
地
は
そ
れ
と
区
別
し
て
「
吉
原
村
」
「
新

家
村
」
の
よ
う
に
「
村
」
を
も
っ
て
当
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ

と
す
る
と
こ
の
場
合
、
「
村
」
は
畠
地
を
体
現
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
村
」

は
畠
地
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
こ
で
宿
意

し
た
い
の
は
、
す
で
に
永
原
慶
二
氏
が
辺
境
在
家
の
成
立
に
関
連
し
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
畠
地
と
は
き
わ
め
て
私
有
性
の
強
い
耕
地
で
あ
っ
た

（
臼
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る

Q

し
た
が
っ
て
畠
地
を
「
村
」
に
位
置
づ
け
て
古
代
的
条

里
の
「
皇
」
の
中
に
位
置
づ
け
な
か
っ
た
点
よ
り
み
る
と
、
「
村
」
と
は
私
的

領
有
関
係
の
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う

c

こ
の
こ
と
に
つ
い

（

μ） 

て
は
ほ
ぼ
福
田
氏
も
認
め
ら
れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
氏
は
、
「
村
に
は
団
地
が
少
し
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
到
底
考
え

ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
右
の
意
味
で
「
村
」
が
畠
地
で
あ
る

以
上
、
畠
地
だ
け
の
「
村
」
は
当
然
存
在
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
吉

原
里
」
へ
回
）
1

「
士
円
原
村
」
（
畠
）
や
「
新
家
里
」
（
田
）
！
「
新
家
村
」

2
5

の
よ
う
に
田
畠
耕
地
が
錯
聞
し
て
い
る
一
定
地
域
と
、
畠
地
（
村
）
だ
け
の
一

定
地
域
と
が
あ
る
の
は
容
易
に
う
な
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
応
保
二

年
の
『
大
禰
宜
実
房
譲
状
』
の
場
合
で
み
る
と
、
吉
原
・
新
家
の
二
ケ
村
以

外
の
村
々
が
そ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
右
の
ご
ケ
村
以
外

の
香
坂
・
大
畠
・
二
俣
・
田
太
の
村
々
は
、
い
ず
れ
も
金
丸
犬
丸
両
名
田
の

「
里
」
内
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
村
々

（
条
）

は
伝
統
的
な
口
分
田
系
田
地
で
あ
る
「
一
、
金
丸
犬
丸
二
名
修
里
坪
付
」
以

外
の
地
を
開
墾
し
て
で
き
た
畠
地
片
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
如
く
で
あ
る

Q

以
下
こ
れ
ら
の
村
々

の
伺
別
的
考
察
に
よ
っ

て
右
の
主
張
を
さ
ら
に
補
強
し

て
み
た
い
。古

代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
ハ
村
川
）

ま
す
「
大
畠
村
」
で
あ
る
が
、
こ
の
村
は
嘉
元
二
年
（
一
三

O
四
）
同
月

（
日
M
〉

廿
二
日
附
の
『
大
官
司
実
秀
等
連
署
和
与
状
』
に
現
わ
れ
、
の
ち
の
正
慶
二

年
の

「検
品
帳
」
と
応
、氷
六
年
の
「
検
畠
帳
」
お
よ
び
永
享
五
年
（
一
四
三

（
時
）

三
〉
六
月
日
附
の
『
庭
薙
所
役
分
配
状
写
』
に
み
ら
れ
る
村
で
あ
っ
て
、
他

の
「
検
田
帳
」
に
は
み
あ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
み
る
か

ぎ
り
こ
の
村
は
平
安
末
期
に
岳
地
と
し
て
開
黙
さ
れ
て
よ
り
、
室
町
中
期
頃

ま
で
は
畠
地
と
し
て
発
展
し
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

（
げ
）

か
。
ま
た
「
二
俣
村
」
は
、
建
永
一
一
年
（
一
二

O
二
〉
十
月
日
附
の
『
関
白

（
刊
日
〉

前
左
大
臣
家
政
所
下
文
写
』
に
は
「
田
俣
村
」
と
あ
り
、
承
元
三
年
（
一
二

（

ゆ

〉

。
九
）
一
二
月
十
七
日
附
の
『
鎌
倉
幕
府
下
文
写
』
で
は
「
多
俣
村
」
と
も
い

わ
れ
て
い
る

G

と
も
か
く
こ
の
村
は
、
応
保
二
年
の
「
譲
状
」
で
は
「
二
俣

村
五
段
字
浜
品
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
い
ず
れ
の
「
検
畠
帳
」
に

も
現
わ
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
村
」
が
畠
地
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
る
と
す
る
と
、
畠
地
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
の
村
が
何
故
に
「
検
品
帳
」

に
み
え
な
い
の
だ
ろ
う
か

Q

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
の
二
通
の
「
下
文
」

が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
に
は
こ
の
村
が
、
団
地
化
し
た

こ
と
で
あ
る
。
建
永
二
年
の
「
下
文
」
の
第
十
ケ
条
日
に
「
可
同
停
止
押
領

御
燈
油
田
田
俣
村
、
不
進
御
燈
事
」
と
あ
り
、
承
元
三
年
の
「
下
文
」
に
も

「
可
同
進
済
燈
油

m多
俣
村
所
当
事
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
は
う
な

づ
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
同
村
が
以
後
「
検
品

帳
」
の
み
な
ら
ず
「
検
田
帳
」
に
も
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
述

す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
本
来
こ
の
村
は
、
大
宮
司
職
を
継
い
だ
大
中
臣
知
房

の
指
導
に
よ
っ
て
平
安
末
期
に
開
墾
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
論
的
に

は
こ
の
時
点
に
な
る
と
香
取
社
に
下
地
支
配
権
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
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法
政
史
学

第
十
九
号

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
二
つ
の
「
下
文
」
の
内
容
に
よ
っ
て
理

解
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
香
版
社
の
「
二
俣
村
」
に
対

す
る
関
係
は
、
地
頭
を
媒
介
と
し
て
単
な
る
燈
油
新
・
雑
役
賦
課
地
と
し
て

（
初
）

し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
実
事
上
、
当
地
は
地
頭
平

（
国
分
）
胤
通
の
支
配
下
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
た
め
、
以
後
香
版
社

の
「
検
問
帳
」
に
も
現
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

Q

さ
ら
に
「
問

（
幻
）

太
村
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
村
は
「
多
目
村
」
と
も
い
う
。
「
田
太
村
」

は
応
保
二
年
の
「
譲
状
」
に
「
田
太
村
二
段
貯
む
と
罰
さ
れ
、
寛
元
元
年

（
幻
）

三
三
四
二
）
九
月
廿
五
日
附
の
『
鎌
A
H
幕
府
下
知
状
写
』
に
は
「
於
織
幡

（
朝
専
之
カ
）

・
加
符
・
多
田
ゴ
一
ケ
村
者
、
至
有
口
口
口
時
、
四
代
相
伝
之
所
領
也
、
以
所

会
問
為
カ
）

当
雄
勤
神
役
、
地
本
者
一
つ
口
地
頭
進
退
也
」
と
あ
り
、
織
幡
・
加
符
両
村

と
と
も
に
地
頭
進
退
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
村
も
「
検
回
帳
」
「
検
畠
帳
」
に

現
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
「
二
俣
村
」
と
同
じ
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
臼
尚
、
「
香
取
村
ー
一
に
つ
い
て
は
、
こ
の
村
は
そ
の
名

称
か
ら
し
て
社
領
の
本
拠
な
い
し
は
そ
の
き
わ
め
て
近
い
周
辺
を
開
墾
し
て

で
き
た
畠
地
で
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
私
領
化
が
み
ら
れ
た
の
か
あ
る
い
は
不

輸
不
入
の
地
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
む
し
た
が
っ
て
以
後
の
史
料
に
は

畠
地
と
し
て
の
「
香
取
村
」
は
み
ら
れ
な
い
c

ま
た
「
新
家
村
」
の
ケ
！
ス

が
こ
の
村
に
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
と
も
断
定
は
で
き
な
い
。

以
上
応
保
一
一
年
の
「
大
禰
宜
実
一
房
譲
状
』
の
「
一
、
村
々
名
昌
坪
什
金

丸
犬
丸
」
の
項
に
み
る
六
ケ
村
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

結
果
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
「
村
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
①
士
川
原
・
新
家
両
村
の

よ
う
に
名
聞
の
所
在
す
る
古
代
的
条
旦
の
内
部
の
荒
地
を
昌
地
と
し
て
開
墾

し
て
生
じ
た
「
村
」
。
①
香
取
・
大
畠
・
二
俣
・
田
太
村
の
よ
う
に
名
田
の

－一凶

所
在
す
る
古
代
的
条
旦
と
は
関
係
な
く
、
そ
の
荒
地
を
畠
地
と
し
て
開
墾
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
村
」
と
が
あ
り
、
①
い
ず
れ
の
場
合
で
あ
っ
て

も
「
村
」
は
畠
地
と
い
う
き
わ
め
て
私
有
性
の
強
い
耕
地
に
冠
せ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
注
意
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
開
墾
が
必
ず
し
も
香
版
社
の
直
接
的
な
開
墾
地
ば
か
り
で
は
な

く
、
後
述
す
る
よ
う
に
課
役
免
除
の
特
権
を
求
め
て
行
う
在
地
の
中
小
領
主

層
の
開
墾
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
「
村
」
の
変
遷

に
つ
い
て
は
、
①
新
家
村
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
も
の
、
①
大
畠
村
の
よ

う
に
白
田
地
と
し
て
の
み
検
注
を
う
け
諸
役
を
伴
っ
て
展
開
す
る
も
の
、
①
二

俣
村
の
よ
う
に
凹
地
化
し
て
発
展
す
る
も
の
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
れ
ら
の
変
遷
は
私
領
主
層
の
動
向
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
れ

故
に
、
ま
さ
に
「
村
」
と
は
私
領
と
し
て
の
私
有
性
の
強
い
畠
地
を
も
っ
て

そ
の
出
発
点
と
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
田
昌
耕
地
・
山
林
原
野
を
含
む
一
定

の
広
が
り
を
も
っ
地
域
と
し
て
の
固
定
的
な
村
を
そ
の
成
立
期
に
お
い
て
特

に
措
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
当
時
畠
地
だ
け
の

「
村
」
も
当
然
存
在
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
福
田
氏
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
田

地
の
表
示
に
は
条
旦
を
川
い
白
田
地
に
は
村
を
用
い
て
い
る
」
と
い
う
事
実

は
、
畠
地
か
ら
な
る
「
村
」
を
否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
香
取
社
領
に
お
け
る
成
立
期

の
「
村
」
と
は
、
私
領
と
し
て
の
性
格
を
強
く
も
つ
’
品
地
主
不
可
分
に
し
て

現
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
よ
り
正
確
に
は
私
有
性
の
強
い
畠
地
の
地
域
的

呼
称
と
し
て
生
じ
た
と
い
え
よ
う
。
私
有
性
の
強
い
白
同
地
を
「
村
」
と
呼
ん

だ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
私
的
所
有
関
係
を
意
味
す
る
在
地
領
主
制
の
発

肢
に
伴
い
、
「
村
」
の
呼
称
が
田
地
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
－
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意
味
し
、
さ
ら
に
は
山
林
原
野
を
も
包
含
し
た

一
定
の
広
が
り
を
も
っ
地
域

に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
必
然
性
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
生
命
を
本
質
的
に

「
村
」
が
有
し
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
名
称
・
区
分
が
変
動
す
る
の
は
叶
然
で
あ
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
村
」
を
も
っ
て

「
領
主
の
支
配
・
徴
納
の
都
令
に
よ

っ
て
、
或
程
度
便
宜
的
に
併
合
・
区
分
の
さ
れ
た
擬
制
的
村
落
で
あ
る
」
と

規
定
す
る
こ
と
は
、
村
を
領
主
制
の
属
性
た
る
側
聞
で
指
摘
さ
れ
た
と
い
う

ぷ
で
は
正
し
い
が
、
「
村
」
の
本
来
的
生
命
を
無
視
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。
む
し
ろ
「
村
」
の
成
立
意
義
の
正
し
い
琵
展
的
把
握
と
い
う
意
味
か

ら
す
る
と
、
こ
の
規
定
に
は
飛
躍
が
あ
る
し
、
と
も
す
れ
ば
平
安
末
期
の

「
村
」
の
意
義
を
う
す
れ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
右
の
規
定
は
「
村
」
の
属
性
か
少
し
も
し
め
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
ο

成
立
期
の
「
村
L

が
畠
地
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ

て
、
そ
の
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
る
媒
介
物
が
私
有
化
の
概
念
で
あ
っ
た
が

た
め
、
在
地
領
主
制
が
完
了
し
て
い
〈
場
合
（
香
取
社
領
で
は
十
四
・
五
世

（お〉

紀
と
み
ら
れ
る
）
、
領
主
制
の
属
性
の
側
面
た
る
支
配
・
徴
納
の
都
合
の
よ

い
よ
う
に
村
が
編
成
さ
れ
て
く
る
の
は
当
然
の
理
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
「
村
」
の
名
称
・
区
分
の
変
動
の
原
因
と
は
、
よ
り
正

し
く
は
、
中
世
の
村
が
古
代
の
自
然
集
落
の
系
譜
で
は
な
く
、
可
変
的
所
有

関
係
を
内
容
と
す
る
私
領
主
あ
る
い
は
在
地
領
主
層
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

擬
制
的
村
（
落
〉
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

註
（
1
）
寛
元
元
年
九
月
廿
冗
日
附
『
鎌
倉
幕
府
下
知
状
写
』
旧
大
禰
宜

家
文
書
一
九
号
。

ハ
2
）
宗
一徳
二
年
十
月
四
日
附
『
大
楠
宜
畏
房
譲
状
』
旧
大
繭
宜
家
文

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

書
一
四
九
巴
J
J

（
3
〉
福
田
豊
彦
「
封
建
的
領
主
制
形
戒
の
一
過
程
」
（
安
田
元
久
一編

『日
本
封
建
制
成
立
の
諾
前
挺
』
所
収
二
九
一

l
三百円
）。

（
4
）
旧
案
主
家
文
書
一
号
。

（
5
）
旧
案
主
家
文
書
二
号
。

ヘ
6
）
書
取
文
書
纂
六
l
一
四
頁
。

（
7
）
香
取
文
書
纂
六
l
二
九
．
貞
心

F
8
）
清
水
一二
男
「
日
本
中
世
の
村
落
』
第
一一一
市

J

（
9
）
旧
案
主
家
文
書
七
号
。

pm〉
旧
大
綱
宜
家
文
書
四

・
五
号
a

（
日
）
福
田
氏
前
掲
論
文
二
九

O
I
一
頁
。

（
ロ
）
高
島
総
雄
「
中
世
に
お
け
る
香
取
社
領
の
村
蕗
」
（
「
地
方
史
研

究
」
一
一
ノ
一
号
）
。
尚
本
文
で
論
じ
た
い
の
は
、
高
島
氏
が
区
分
さ

れ
た
後
者
の
「
村
」
H
外
殻
か
ら
村
域
が
決
定
さ
れ
な
い
場
合
の
「
村
」

で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
氏
の
理
解
に
も
税
同
し
難
い
も
の
が
あ
る
。

（
臼
）
、
氷
原
慶
二
『
日
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
第
二
部
第
五
論

文
、
特
に
二
二
二
頁
。

（
日
）
福
岡
氏
前
掲
論
文
二
九
一
頁
。

（
日
〉
旧
大
禰
宜
家
文
書
コ
一
八
号
。

（
日
山
）
香
取
神
宮
文
書
四
一
号
。

（
口
）
「
大
畠
村
」
は
嘉
一五
二
年
の
『
大
宮
司
実
秀
等
連
署
和
与
状
』

に
一
連
の
村
々
と
と
も
に
「
所
務
等
事
」
と
記
さ
れ
、
永
享
五
年
の

『
庭
薙
所
役
分
配
状
』
に
は
「
一
大
畠
村
分
、
奉
行
角
案
主
、
東
楼

門
前
よ
り
五
丈
東
へ
」
と
そ
の
役
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
両
文
書
は

二
五
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そ
の
性
質
上
、
陣
地
の
種
類
を
問
題
と
し
て
い
な
い
か
ら
こ
の
村

が
回
品
地
い
ず
れ
と
も
定
め
難
い
が
、
し
か
し
「
検
田
帳
」
に
な
く

「
検
畠
帳
」
だ
け
に
去
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
畠
地
と
し
て
の
雑

役
収
取
対
象
と
し
て
両
文
書
に
お

い
て
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し

て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
尚
、
旧
案
主
家
文
書
に
は

一
主
世
紀
の
大
白
町

村
に
関
す
る
耕
地
の
検
注
取
帳
が
三
二
通
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
『
大
畠
村
水
喰
夏
畠
検
注
取
帳
』
を
は
じ
め
全
部
が
「
検
畠
帳
」

で
あ
っ
て
「
検
旧
帳
」
は
一
つ
も
み
ら
れ
な
い
。

（
日
）
旧
大
禰
宜
家
文
書
一
二
号
。

（
mw
）
旧
大
禰
宜
家
文
書
一
三
号
。

（別〉

嘉
元
二
年
の
『
大
宮
司
実
秀
等
連
署
和
与
状
』

で
は
「
燈
油
祈

所
領
相
根
二
俣
両
村
」
と
あ
り
、
永
享
五
年
の
『
庭
薙
所
役
分
配
状
』

に
は
「

一
比
次

ハ
戸
時
村
分
、
奉
行
酒
司
、
大
禰
宜
殿
御
門
勧
和
制
九
社
内

向
7

」
と
あ
る
。

（
幻
）
年
月
不
詳
『
大
禰
宜
真
平
譲
状
』
（
旧
大
禰
宜
家
文
書
三
号
）
に

（
図
太
カ
）

み
る
四
至
の
「
限
北
」
に
は
「
限
北
太
旧
庁
原
大
畠
堺
」
と
あ
り
、

応
保
二
年

の

「
大
禰
宜
実
房
譲
状
断
簡
」
（
前
掲
詑
（
叩
）
文
書
）

の
四
五
に
は
「
隈
北
南
引
堺

・
川
多

・
吉
原

・
大
畠
堺
）
と
あ
る
と

〈図
太
カ）

こ
ろ
を
み
る
と
「
太
田
」
は
「
多
聞
」
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、水

字
五
年
の
『
庭
確
所
役
分
配
状
」
に
「
多
田
村
分
、
奉
行
分
飯
司
、

五
丈
南
庁
ノ
跡
」
と
あ
る
「
多
国
」
は
「
旧
太
」
と
み
ら
れ
よ
う
ο

（
幻
）
前
掲
詑

（
1
〉
文
書。

（
お
）
福
田
氏
（
前
掲
論
文
）
は
、
香
取
社
領
に
お
け
る
領
主
権
の
確

立
と
は
南
北
朝
・
宝
町
期
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
ο

げべに

一一六

よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
香
取
社
領
の
在
地
領
主
制
の
確
立
が
遅
れ
た

理
由
と
は
、
神
領
支
配
が
律
令
政
府
あ
る
い
は
摂
関
家
の
保
護
を
受

け
、
神
職
の
獲
得
・
保
持
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
の

み
維
持
可
能
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
性
格
は
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
て

も
慕
本
的
に
は
変
ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
・
お
い
て
論
断
さ
れ
て
い

る。一一、
「相
伝
の
私
領
」
に
つ
い
て

平
安
初
期
以
降
の
文
書
に

「
村
」
な
る
呼
称
が
散
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
と
、
ま
た
中
世
の
武
家
文
書
に
そ
れ
が
多
く
、
寺
社
関
係
の
荘
園
文

書
に
そ
れ
が
少
い
点
を
注
目
し
て
、
「
村
」
を
私
領
、
王
の
所
領
あ
る
い
は
在

地
領
主
の
支
配
と
関
連
さ
せ
て
考
察
さ
れ
た
清
水
三
男
氏
に
よ
れ
ば
、
「
村

な
る
呼
称
は
や
が
て
荘
困
と
な
る
べ
き
所
領
が
私
領
主
的
状
態
に
あ
る
時
の

呼
称
」
で
あ
り
、

「
完
全
な
国
街
領
で
あ
れ
ば
郷
や
里
を
以
っ
て
呼
び
、
完

全
な
荘
園
領
な
ら
ば
在
保
を
以
っ
て
呼
ば
れ
る
」
の
に
対
し
て
、
「
そ
の
中

（

1
） 

間
に
あ
た
る
時
、
村
な
る
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
」
と
論
断
さ
れ
た
の
で
あ

る
♀
こ
の
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
氏
の
指
摘
は
こ
れ
以
上
に
は
展
開

さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
領
主
の
所
領
あ
る
い
は
在
地
側
主
の
支
配
と
関
連
せ

し
め
て
い
る
と
い
号
点
で
き
わ
め
て
注
目
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

相
川
県
彦
氏
は
、
清
水
氏
が
右
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
た
「
村
」
を
原
則
的

に
導
入
さ
れ
な
が
ら
香
版
社
領
の
村
を
理
解
さ
れ
た
の

で
は
あ
る
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
国
術
領
と
私
似
主
償
と
峻
別
さ
れ
る
点
に

つ
い
て
は
、

少
く
と
も
東
悶
に
関
す
る
限
り
、
治
水
氏
の
説
に
は
少
々
千
円
背
し
難
い
も
の

な
感
ず
る
一
と
い
う

ん
そ
し
て
そ
の
理
山
を
、
平
安
末
期
以
降
の
私
領
主
は
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ご
定
の
公
認
さ
れ
た
得
分
以
外
の
所
当
官
物
な
ど
を
国
街
に
納
め
る
責
任

を
も
っ
て
い
た
」
し
、
む
し
ろ
当
時
の
「
国
街
領
は
こ
う
し
た
私
領
主
領
の

（

2
） 

集
積
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
私
に

い
わ
せ
れ
ば
、

清
水
氏
の
定
式
化
は
、
所
有
関
係
か
ら
み
た

「完
全
な
国
術

領
」
と
「
完
全
な
荘
園
領
」
と
を
設
定
・
対
立
さ
せ
、
両
者
の
聞
に
非
律
令

的
な
も
の
、
非
荘
園
領
主
的
な
も
の
と
し
て
の
「
私
領
主
領
」
を
考
え
、
私

領
主
領
の
歴
史
的
性
格
を
媒
介
と
し
て
原
理
的
に
「
私
領
主
領
」
を
「
村
」
に

位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
理
論
と
し
て
の
「
完
全
な
国
街
領
」

「完

全
な
荘
園
領
」
を
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
私
領
主
あ
る
い
は
在
地
領
主
の
国
街
と
の
関
係
お
よ
び
寄
進
行
為
の
事
実

を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
私
領
主
の
不
安
定
さ
」
を
説
き
、
「
村
」
に

結
び
つ
い
た
私
領
主
あ
る
い
は
在
地
領
主
の
歴
史
的
性
格
の
位
置
づ
け
に
ま

で
そ
の
「
不
安
定
さ
」
が
拡
大
化
さ
れ
る
傾
向
に
は
疑
問
を
も
た
ら
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。
福
田
氏
の
場
合
、
「
私
領
主
の
不
安
定
さ
」
を
指
摘
さ

れ
な
が
ら
も
、
私
領
主
あ
る
い
は
在
地
領
主
の
寄
進
行
為
を
「
本
来
的
に
相

務
契
約
的
性
格
」
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
の
傾
向
に
陥
る
こ
と
は

一
応

回
避
さ
れ
て
い
る
が
。
必
ず
し
も
判
然
と
し
た
形
で
解
消
さ
れ
て
い
な
い
よ

（

3
） 

う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
中
田
董
氏
の
「
私
侃
」
の
規
定
以
来
、
「
私
領
」
と

は
排
他
的
な
私
的
な
所
領
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ

に
対
し
て
批
判
を
展
開
さ
れ
た
永
原
慶
二
氏
の
場
合
は
、

「
不
安
定
さ
」

と

（

4
） 

い
う
表
現
は
と
も
か
く
と
し
て
「
在
地
領
主
の
弱
さ
U
限
界
」
と
い
う
か
ぎ

り
右
の
傾
向
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
い
た
い
「
私
領
主

の
不
安
定
さ
」
「
在
地
領
主
の
弱
さ
H
限
界
」
と
い
う
も
の
は
、
新
し
い
階

級
と
し
て
拍
頭
す
る
も
の
に
対
し
て
、
既
存
の
権
力
者
た
ち
が
直
ち
に
彼
ら

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

を
承
認
し
な
い
こ
と
と
同
じ
原
理
の
反
映
で
あ
り
、
彼
ら
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
概
念
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
適
格
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
右
の
点
に
関
連
し
て
私
見
を
の
べ
て
み
た
い
。

香
取
社
組
と
関
連
あ
る
在
地
租
主
と
し
て
在
庁
官
人
で
郡
司
で
あ
る
千
葉

氏
が
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
千
葉
氏
の
本
拠
は
、
平
良
文
以
来
の
所
領

で
あ
り
、
そ
の
子
孫
が
代
々
相
伝
・
継
承
し
、
常
重
・
常
胤
二
代
に
「
加
地

子
井
下
司
職
」
を
留
保
し
て
皇
太
神
宮
に
再
度
寄
進
さ
れ
た
相
馬
御
厨
H
相

馬
郡
布
施
郷
で
あ
る
。
こ
の
相
馬
御
厨
は
、
常
胤
の
祖
父
常
兼
の
一
時
、
そ
の

弟
常
時
（
晴
〉
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
当
初
「
為
国
役
不
輸
之
地
、
令
進

退
領
掌
」
と
い
う
か
ら
、
す
で
に
こ
の
地
は
国
役
不
輸
の
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
す
る
ν

ま
た
常
兼
の
子
常
重
が
常
時
の
養
子
と
な
る
に
お
よ
ん
で
大

（

5
〉

治
元
年
（
一
二
一
六
）
六
月
、
彼
常
重
に
相
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
常

重
が
神
威
を
募
ら
ん
が
た
め
大
治
五
年
（
一
一
一
二
（
U
）
六
月
に
皇
太
神
宮
に

そ
の
所
領
を
寄
進
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
時
の
寄
進
状
に
は
「
右
件
地
、
経

繁
之
相
伝
私
地
也
、
進
退
領
掌
、
敢
無
他
妨
」
と
い
い
、
同
新
立
券
文
に
も

「
右
件
地
、
為
先
祖
相
伝
所
領
、
敢
無
他
妨
、
而
任
処
分
女
、
進
退
之
問
、

（

7
） 

吏
無
異
論
処
」
主
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
の
口
入
神
主
荒
木
田
延
明
な
る
も
の

（

8
） 

の
起
請
文
に
も
「
右
件
地
、
彼
国
権
介
平
経
繁
私
地
也
」
と
あ
り
、
こ
の
寄

ハ
私
カ
〉
（

9
）

進
を
確
認
し
た
国
司
庁
宜
に
も
「
相
馬
郡
経
童
相
伝
之
口
地
也
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
い
す
れ
も
同
地
が
常
重
の
「
相
伝
の
私
地
」

H

「
私
領
」
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
〉
と
こ
ろ
で
さ
き
の

常
重
の
寄
進
状
に
は
証
文
五
通
が
副
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
証
文
副
え
の

H
的
に
「
右
件
文
書
等
、
若
横
人
出
、
号
地
主
有
相
論
時
、
為
証
文
所
令
進

（

ω） 

止
也
、

p
m
u
v
も
存
此
趣
、
可
令
沙
汰
之
状
如
件
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

二
じ
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日
ヴ

み
る
と
、
右
の
国
役
不
輸
の
地
と
し
て
の
「
相
伝
の
私
地
」
に
は
代
々
地
主

職
と
し
て
の
内
容
を
そ
な
え
て
い
た
も
の
ら
し
い
、
こ
の
こ
と
は
久
安
二
年

（
一
一
四
六
〉
八
月
の
常
胤
の
寄
進
状
に
も
「
於
地
主
職
者
、
常
重
男
常

（日）

胤
、
保
延
元
年
二
月
伝
領
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
し
た
が

っ
て
「
加
地
子
井
下
司
職
」
を
保
留
し
て
寄
進
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
在

庁
官
人
で
郡
司
で
あ
り
、
か
つ
地
主
と
し
て
の
常
重
が
そ
の
自
己
の
国
役
不

輸
の
「
相
伝
の
私
地
」
布
施
郷
を
寄
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国
術
と
の
関
係

を
断
ち
切
り
布
施
郷
に
お
け
る
既
存
の
私
的
支
配
を
合
理
化
す
る
た
め
の
も

の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
永
原
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
私

〈ロ）

的
支
配
H
得
分
の
確
保
・
増
加
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
常
重
の
寄
進
の
条
件
を
み
る
と
、

常
重
側
で
は
た
だ

「
侍
年
田

昌
地
利
上
分
井
土
産
鮭
等
」
を
備
進
す
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
口
入

神
主
荒
木
田
延
明
の
請
文
に
は
「
任
開
作
回
数
、
毎
年
之
勤
出
段
別
米
壱
斗

伍
升
畠
段
別
伍
升
、
其
外
子
鵠
伯
塩
曳
鮭
伯
尺
可
備
進
也
」
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
常
重
の
備
進
す
る
「
地
利
上
分
」
と
は
「
旧
段
別
壱
斗
伍
升
畠
段

（臼）

別
伍
升
」
と
い
う
か
な
り
高
率
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
こ
う
し
た
条

件
の
も
と
に
一
応
常
重
の
寄
進
は
成
立
し
た
が
問
題
は
そ
の
後
す
ぐ
に
起
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
司
藤
原
親
通
が
在
任
の
時
、
公
田
に
お
け
る
官
物

の
末
進
が
あ
る
と
し
て
常
重
が
召
篭
め
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
の
事
件
の
原
因
で
あ
る
官
物
の
未
進
と
い
う
こ
と
は
、
さ
き
の
寄
進

状
に
「
至
田
昌
所
当
官
物
者
、
令
進
退
当
時
領
主
給
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し

て
み
る
と
、
常
重
が
自
己
の
加
地
子
か
ら
「
地
利
上
分
」
を
だ
し
た
の
で
は

（

M
凶
）

な
く
、
従
来
国
術
に
上
納
し
て
い
た
官
物
を
領
主
ハ
荒
木
田
延
明
）
の
側
に

「
地
利
上
分
」
と
し
て
ふ
り
か
え
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

二
八

か
。
し
て
み
る
と
常
重
の
寄
進
行
為
は
か
な
り
強
行
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
強
行
な
寄
進
行
為
が
何

故
可
能
と
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
常
重
が
庁
官
人
で
郡
司
で

あ
り
、
か
っ
地
主
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
国
役
不
輸
と
さ
れ
る
「
相
伝
の
私

地
」
の
一
掌
握
者
で
あ
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ば
在
地
の
現
実
的
把
握
者
と
し
て

の
実
態
を
彼
が
完
全
に
そ
な
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な

（
日
）

い
の
で
あ
る
。
彼
の
寄
進
行
為
の
日
的
は
「
内
心
之
祈
念
」
と
い
h

う
も
の

へ
日
）

の
、
そ
の
内
心
と
は
「
神
威
を
仰
い
で
永
く
（
私
）
地
を
定
め
ん
」
が
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
他
者

（
特
に
国
街
）
の
「
相
伝
の
私
地
」
に

対
す
る
干
渉
を
排
除
し
、
自
己
の
支
配
を
永
く
定
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
い
わ
ば
排
他
的
な
「
私
領
」
の
完
全
支
配
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
彼
常
重
は
神
威
を
募
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
不
輸
不
入
権
の
獲
得
も
可

能
で
あ
る
と
み
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え
を
抱
か
せ

実
行
さ
せ
た
の
は
や
は
り
在
地
に
お
け
る
彼
の
現
実
的
実
力
以
外
に
は
あ
り

え
な
い
、
そ
の
よ
う
な
実
際
的
力
量
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
公
旧
に
お
け
る
官

物
の
ふ
り
か
え
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
し
え
た
の
で
あ
る
。

彼
常
重
が
「
出
段
別
占
斗
伍
升
畠
段
別
伍
升
」
と
い
う
か
な
り
高
率
な

「
地
利
上
分
」
を
寄
進
の
条
件
に
し
た
時
、
国
街
へ
提
出
し
た
寄
文
に
は
た

だ
「
地
利
上
分
井
土
産
鮭
等
」
と
し
て
あ
た
か
も
自
己
の
加
地
子
得
分
の
う

ち
よ
り
僅
か
な
「
地
利
上
分
」
だ
け
を
納
入
す
る
寄
進
で
あ
る
か
の
よ
う
に

記
し
て
国
司
の
確
認
を
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
国

司
H
悶
而
で
は
、
お
そ
ら
く
公
田
に
お
け
る
官
物
が
「
地
利
上
分
」
と
し
て

日
太
神
宮
に
寄
せ
ら
れ
る
と
は
知
ら
ず
に
庁
宜
を
与
え
た
の
で
あ
ゐ
う
。
試

み
に
こ
の
時
の
国
司
庁
宜
を
掲
げ
る
と
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庁
宜
相
馬
郡
司

可
早
任
権
介
平
経
重
寄
文
四
至
、
以
地
利
上
分
、
為
伊
勢
太
神
古
供
祭

料
事
、

右
、
得
経
重
寄
文
称
、
相
馬
郡
経
重
相
伝
之
口
地
也
、
是
為
募
神
威
、
任

傍
例
、
永
奉
寄
伊
勢
太
神
宮
、
以
地
利
上
分
弁
土
産
鮭
等
、
可
奉
術
供
祭

（
下
脱
〉

物
、
至
子
司
職
者
、
以
経
重
子
孫
、
無
相
違
可
令
相
伝
者
、
任
寄
文
理
、

奉
免
如
件
、
以
宜
、

大
治
五
年
十
二
月
日

守

ハ口
）

領
使
権
守
藤
朝
臣
在
判

と
な
っ
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
寄
進
は
か
な
り
意
欲
的
か
っ
強

行
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
彼
の
こ
の
行
為
は
、
実
際
に
は

国
街
権
力
を
軽
ん
じ
侮
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
実
に
は
す
ぐ
に
公
田
に

お
け
る
官
物
の
未
進
と
い
う
理
由
の
も
と
に
常
重
の
召
篭
と
い
う
事
件
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
強
行
か
っ
大
胆
な
寄
進
行
為
が

常
重
を
し
て
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
、
当
時
の
一
般
的
寄
進
傾
向
に
便
乗
し

て
い
た
と
は
い
え
、
前
述
の
よ
う
に
彼
が
在
庁
官
人
で
郡
司
で
あ
り
、
か
っ

地
主
で
あ
っ
た
こ
と
、
国
役
不
輸
と
さ
れ
る
「
相
伝
の
私
地
」
の
掌
握
者
で

あ
り
、
い
わ
ば
在
地
の
現
実
的
把
握
の
完
成
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

国
司
に
よ
る
召
篭
と
か
、
高
率
の
「
地
利
上
分
」
な
ど
の
備
進
を
条
件
に
寄

進
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
「
不
安
定
さ
」
や
「
限
界
」
と
い
う
理
解

よ
り
も
、
本
質
的
に
は
権
力
H
階
級
斗
争
の
一
形
態
と
し
て
理
解
す
べ
き
も

の
で
は
な
か
ろ
い
ポ
「
不
安
定
さ
」
や
「
限
界
」
と
い
う
性
格
規
定
は
、

む
し
ろ
在
地
に
お
け
る
現
実
的
支
配
が
未
確
定
な
場
合
に
お
い
て
は
じ
め
て

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

用
い
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
意
味
で
は
後
述
す
る
鎌
倉

期
ま
で
の
香
取
社
の
領
主
制
は
「
不
安
定
さ
」
や
「
限
界
」
を
も
っ
て
い
た

も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

さ
て
良
文
以
来
の
「
相
伝
の
私
地
」
相
馬
郡
布
施
郷
と
は
、
ま
さ
に
常
重

の
時
代
に
は
現
実
的
に
私
有
地
化
し
て
い
た
と
推
定
し
て
き
た
が
、
こ
の

「
相
伝
の
私
地
」
を
め
ぐ
っ
て
安
田
元
久
氏
は
、
こ
の
地
が
「
国
役
不
輸
之

地
」
で
あ
り
、
か
つ
常
重
が
「
加
地
子
井
下
司
職
」
を
留
保
し
て
寄
進
し
た

こ
と
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
常
重
を
し
て
「
在
地
に
お
け
る
実
質
的
な
領
主

権
」
の
定
着
し
た
地
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
石
母

田
正
氏
が
し
め
さ
れ
た
私
営
田
領
主
か
ら
荘
園
の
在
地
領
主
へ
の
発
展
の
形

態
を
も
っ
典
型
的
な
豪
族
的
領
主
層
と
し
て
の
千
葉
氏
を
指
摘
さ
れ
た
の
で

（
凶
）

あ
る
。
す
な
わ
ち
在
地
に
お
け
る
私
営
日
経
営
の
解
体
の
中
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
中
小
地
主
層
の
武
士
同
を
組
織
化
し
そ
の
上
に
新
た
な
領
主
制
を
う
ち

た
て
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
在
地
領
主
層
の
性
格

規
定
に
つ
い
て
の
基
本
的
問
題
点
と
は
、
在
地
土
豪
層
に
よ
る
私
営
田
経
営

が
「
加
地
子
井
下
司
職
」
を
主
要
な
収
取
・
支
配
権
の
内
容
に
変
化
・
移
行

し
て
き
た
場
合
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
う
の
で

あ
る

3

私
は
「
加
地
子
井
下
司
職
」
を
留
保
し
て
な
さ
れ
る
寄
進
と
い
う
在

地
領
主
の
行
為
と
は
、
私
営
団
経
営
を
止
揚
し
た
在
地
領
主
が
自
己
の
支
配

の
お
よ
ぶ
在
地
を
あ
る
程
度
組
織
的
に
掌
握
し
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
行

為
で
あ
る
と
み
る
し
、
そ
れ
は
支
配
に
お
け
る
合
法
的
な
権
力
を
つ
く
り
だ

そ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
最
も
有
効
な
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
前
節
に
お
い
て
、

「
村
」
と
い
う
も
の
が
私
有
性
の
強
い
畠
地

・4

’し

一
－J
ノ
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法
政
史
学

第
十
九
号

と
結
合
し
て
現
わ
れ
、
そ
れ
は
「
私
領
」
と
し
て
の
性
格
を
本
質
的
に
そ
な

え
て
い
る
が
た
め
に
、
領
主
制
の
展
開
に
伴
い
や
が
て
旧
地
・
山
林
原
野
に

も
適
用
さ
れ
て
い
く
と
の
べ
た
の
で
あ
る
が
、
在
地
領
主
と
い
う
新
し
い
階

級
に
よ
る
在
地
支
配
が
進
行
し
、
や
が
て
そ
の
在
地
支
配
が
組
織
的
に
完
成

し
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
清
水
三
男
氏
の
所
論
日
原
理
論
が
生
か
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
か
か
る
視
角
の
も
と
に
い
ま
ま
で
み
て

き
た
千
葉
氏
の
「
相
伝
の
私
地
」
に
つ
い
て
の
性
格
を
さ
ら
に
補
強
し
て
み

よ
う
。

在
庁
官
人
で
郡
司
で
あ
り
、
か
っ
地
主
で
あ
っ
た
常
重

の

「相
伝
の
私

地
」
相
馬
郡
布
施
郷
の
四
至
は
「
限
東
岐
虻
境
、
限
西
廻
谷
丹
東
大
路
、
限

（
刷
出
〉

南
志
子
多
井
手
下
水
海
、
限
北
小
阿
高
衣
河
流
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

全
体
の
四
至
の
所
定
は
困
難
だ
が
、
東
葛
飾
郡
我
孫
子
町
布
施
を
中
心
某
地

に
し
て
、
東
限
の
「
蚊
虻
」
は
茨
城
県
北
相
馬
郡
文
関
村
（
現
在
の
利
根

町
〉
の
地
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
南
限
の
「
手
下
水
海
」
は
手
賀
招
で

あ
ろ
う
か
ら
そ
の
領
域
は
か
な
り
の
広
範
聞
な
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ

う
。
し
か
も
往
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
構
成
は
、

某
本
的
に
は
い

く
つ
か
の
村
お
よ
び
一
色
別
符
の
地
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
全
体
と
し
て
一

円
支
配
を
実
現
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
常
重
が
そ
の

「
相
伝
の
私
地
」
を
寄
進
し
た
折
に
副
状
と
し
た
証
文
五
通
の
う
ち
に
は
、

ご
枚
布
瀬
郷
内
保
村
田
畠
在
家
海
船
等
注
文
」
「

一
枚
国
司
庁
宜
布
瀬
川
悦

（

m〉

埼
為
別
符
時
免
除
雑
公
事
案
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
前
者
は
布
施
郷
内
保
村

の
所
帯
H
回
畠
在
家
海
船
等
が

一
円
に
保
村
を
単
位
と
し
て
掌
握
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
し
め
し
、
後
者
は
国
司
庁
宜
に
よ
っ
て
布
施
郷
墨
埼
が
別
符
の
地

と
な
り
雑
公
事
の
免
除
を
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
つ
ま
り
忠
一

。

埼
は
一
色
別
符
の
地
と
な
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
「
相
伝
の
私
地
」
は
、
保
村
や
地
埼
の
よ
う
に
地
域
的
な
収
取

．
支
配
の
個
別
的
領
有
対
象
の
村
や
一
色
別
符
の
地
の
集
合
体
と
し
て
の
性

格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
主
で
あ
る
。

一
方
、
香
取
社
領
で
も
遅
れ
ば
せ

な
が
ら
下
級
神
官
を
組
織
し
、
そ
の
領
主
制
が
確
定
化
す
る
十
四
・

五
世
紀

に
な
る
と
、
村
は
村
役
と
し
て
き
わ
め
て
現
実
的
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な

（
お
）

る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
下
級
神
官
を
組
織
化
し
え
、
ず
に
古
代
的
権
威
に

繋
結
し
て
の
み
そ
の
命
脈
の
維
持
を
行
っ
て
い
て
基
礎
構
造
を
組
織
的
に
掌

握
で
き
な
か
っ
た
段
階
で
は
、
村
も
現
実
的
意
味
を
も
ち
え
な
か
っ
た
。
例

え
ば
弘
長
元
年
三
二
六
一
）
十
一
月
廿
五
日
附
の
『
葛
原
牧
小
野
織
幡
地

（
斜
）

帳
』
に
み
る
「
小
野
」
の
二
里
「
十
二
坪
」
「
十
三
坪
」
で
は

一
反
弥
四
郎

一
反
徳
力

二
反
平
太
郎
入
道

二
反
弥
五
郎

六
反
内

弓
田

十
二
と
金
丸

一
丁
内

一
一
反
敬
円
房

↑
反
弥
次
郎

一
反
禰
宜
太
郎

一
反
源
ゴ
一
郎

一
反
三
郎
殿

二
反
中
太
郎

一
反
一一
一郎
太
郎

二
反
弥
源
次

一
反
弥
次
郎

と
い
う
よ
う
に
古
代
的
条
里
制
の
も
と
に
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
旧
名
（
金
丸

名
）
を
単
位
に
し
て
し
か
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
旧
名
で

あ
る
金
丸
名
の
耕
地
片
に
そ
れ
ぞ
れ
八
名
お
よ
び
五
名
の
作
人
が
分
割
請
作

を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旧
名
（
金
丸
名
）
の
解
体
を
意
味
す
る
と
同
時

1
1 

H
v↑ 

反

十
三
と
金
丸
七
反
内
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に
、
旧
名
ハ
金
丸
名
）
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
な
内
符
を
も
っ
て
い
る
と
い
た

J

こ
と
で
あ
り
、
結
論
的
に
い
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
呑
取
社
領
の
収
取
・
支
配

単
位
が
こ
の
期
に
い
た
っ
て
も
古
代
的
条
恩
坪
付
の
も
と
に
旧
名
単
位
の
耕

地
片
（
団
地
）
の
細
胞
群
に
よ
っ
て

い
た
と
い
号
こ
と
で
あ
り
そ
の
上
に
、

「
小
野
」
（
村
）
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

J

し
た
が
っ
て
社
役
収
以
・
社
償
支
配
に
お
け
る
単
位
と
し
て
の
村
と
は
い
ま

だ
に
現
実
的
意
味
に
お
い
て
「
小
野
」
を
も
っ
て
認
め
難
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
か
か
る
収
取
・
支
配
単
位
の
掌
握
方
法
の
最
大
の
理
由
は
、
香
取
社

が
古
代
的
権
威
か
ら
脱
し
え
ず
、
在
地
領
主
制
の
未
確
定
の
段
階
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
に
香
取
社
の
領
主
制
は
、

「
不
安

定
」
で
あ
り
、
「
限
界
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
に
み
る
高
一
民
里
・
織
幡
・
小
野
（
村
）
は
、
収
取
・
支
配
の
単

位
、
個
別
領
有
の
対
象
と
し
て

の
役
測
を
果
せ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
末
期
の
千
葉
氏
の

「相
伝
の
私
地
」
に
お
け
る
村

あ
る
い
は

一
色
別
符
の
地
は
一

円
的
な
も
の
と
し
て
そ
の
収

A

取
・
支
配
の
個

別
領
有
対
象
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
香
取
社
の
場
合
は
、
鎌

倉
中
期
に
な
っ
て
も
そ
の
村
は
古
代
的
条
里
制
の
冠
た
る
に
す
ぎ
な
い
段
階

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
理
解
で
き
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
両
者
の
違
い
は
、
後
者
が
在
地
領
主
制
の
未
確
定
な
段
階
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
前
者
が
そ
れ
を
完
徹
化
さ
せ
て
い
た
と
い
う

こ
と
の
差
異
に
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
次
に
千
葉

氏
の
よ
う
な
在
地
領
主
制
の
組
織
構
造
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

古
代
末
期
の

「村」

と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

註

「
1
）
清
水
一
一
．
月

五
日
本
中
世
の
村
部
一
泊＝一
一来
。
特
に
九

C
、

九
J
二

O
点
。

（
2
）
福
川
豊
彦
一
ー封
建
的
領
主
制
形
成
の
一
過
程
｝
（
安
問
・
バ
久
一編

『
日
本
封
建
制
成
立
の
諸
前
提
』
所
収
二
九
三
頁
）
。

（
3
）
中
日
烹
『
法
制
史
論
集
』
二
巻
九
七
頁
。

（
4
〉
永
原
慶
二
氏
（
『
円
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
第

一
部
第

一

論
第
二
者
）
は
、
五
つ
の
代
表
的
な
所
領
寄
進
H
寄
進
地
系
荘
園
の

成
立
事
例
を
展
開
さ
れ
て
そ

の
性
格
を
「
寄
進
地
系
荘
園
展
開
期
に

お
け
る
住
地
領
主
の
射
さ
H
限
界
」
（
六

O
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
じ

（
5
）
久
安
二
年
八
月
十
円
附
『
下
総
国
平
常
胤
寄
進
状
」
棟
木
文
書
。

（
6
）
大
治
五
年
六
月
十
一
日
附
『
下
総
権
介
平
経
繁
私
領
寄
進
状

案
』
伐
木
文
書
。

（
7
）
右
同
掲
文
書
。

（
8
）
大
治
五
年
八
月
廿
二
日
附
『
荒
木
田
延
明
請
文
案
』
棟
木
文
書。

（
9
）
大
治
五
年
十
二
月
日
附

「下
総
国
司
庁
宣
案
』
棟
木
文
書
。

（
叩
〉
大
治
五
年
六
月
十
一
日
附

『下
総
権
介
平
経
繁
副
状
』
棟
木
文

書。
（
日
）
前
掲
註
ハ
5
）
文
書
。

（
ロ
）
水
原
氏
前
掲
書
五
七
頁
。

ハ
日
）
福
田
氏
（
前
掲
論
文
二
九
五
頁
〉
は
、
在
地
領
主
の
寄
進
行
為

を
相
務
契
約
的
性
格
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
領
主
側
が
、

①
寄
進
の
悔
返
し
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
①
上
分
寄
進
H

「
地
利

上
分
」
の
寄
進
が
僅
か
で
あ
っ
た
こ
と
、
①
在
地
支
配
の
主
導
権
が

手
許
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
①
の
指
摘
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4
2
4

，圃置掴・・”

法
政
史
学

第
十
九
号

に
つ
い
て
千
葉
氏
の
高
率
な
「
地
利
上
分
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
た
か
不
明
で
あ
る
。

ハ
U
〉
久
安
二
年
の
常
胤
の
寄
進
状
に
は
、
「
於
臼
畠
所
当
官
物
者
、

致
供
祭
上
分
之
助
、
令
進
退
当
時
領
主
正
富
給
」
と
あ
る
。
ま
た
領

（
五
脱
カ
）

主
正
富
は
同
じ
寄
進
状
の
他
の
ケ
所
に
「
大
治
年
中
之
比
貢
進
太
神

宮
御
領
之
日
、
相
副
調
度
文
書
等
、
永
令
附
属
仮
名
荒
木
田
正
富
先

畢
」
と
あ
る
か
ら
荒
木
田
延
明
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る

（
前
掲
註
（
5
）
文
書
）
。

（
日
）
前
掲
註（
5
〉
文
書
。

（
時
）
前
掲
註
ハ
6
）
文
書
。

（
げ
）
前
掲
註
（
9
）文
書
。

（
日
）
例
え
ば
現
代
に
お
い
て
、
「
寄
進
」
行
為
こ
そ
な
い
が
、
人
民

の
指
導
的
部
分
が
議
会
政
治
や
統

一
戦
線
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
彼

ら
の
「
不
安
定
さ
」
や
「
限
界
」
を
意
味
す
る
よ
う
な
性
格
上
の
も

の
か
ら
く
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
歴
史
に
お
け
る
権
力
リ
階
級

斗
争
過
程
の
一
時
点
、
一
形
態
に
し
か
す
ぎ
な
い
の
で
忘
る
。

（
四
〉
安
田
元
久
「
古
代
末
期
に
於
け
る
関
東
武
士
団
」
「
武
士
発
生

史
に
関
す
る
覚
書
」
（
同
氏
編
『
日
本
封
建
制
成
立
の
諸
前
提
』
所

収
七
二
、
九
七
頁
〉
。

ハ
却
）
前
掲
詮
ハ
6
）
文
書
。

（幻）

「
大
日
本
地
名
目許
書
』

（
沼
）
前
掲
註
（
叩
）
文
書
。

（
お
）
例
え
ば
永
享
五
年
六
月
日
附
『
庭
薙
所
役
分
配
状
写
』
寄
取
神

宮
文
書
四
一
号
。
文
明
十
一
年
十
三
月
二
四
日
附
『
大
蛸
究
抗
一房
宛

行
状
』
回
大
禰
宜
家
文
書
二
二
一
一
号
。

（
担
）
旧
案
主
家
文
書
一
号
。

三
、
領
主
制
の
組
織
構
造

古
代
末
期
に
お
い
て
す
で
に
在
地
領
主
制
を
完
微
化
し
て
い
る
千
葉
氏
の

場
合
、
そ
の
組
織
構
造
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
は
直
接
的
に
千
葉
氏
に
関
す
る
具
体
的
史
料
が
な
い
の
で
決
定
的
に
の

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
さ
き
の
香
取
社
の
未
確
定
な
領
主
制
の
構
造
を

分
析
す
る
中
か
ら
間
接
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
す
で

に
鎌
倉
中
期
に
至
っ

て
も
そ
の
領
主
制
の
展
開
が
み
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
香
取
社
の
支
配
す
る
村

は
現
実
的
意
味
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と
は
平

安
末
期
の
段
階
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

呑
版
社
領
の
神
官
の
う
ち
大
官
門
司
職
と
並
ん
で
最
も
有
力
で
あ
っ
た
の
は

大
禰
宜
職
で
あ
る
が
、
こ
の
職
は

一
時
中
巨

一
族
に
奪
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
総
じ
て
代
々
大
中
臣

一
族
の
直
系
が
受
け
継
い
で
き
た
の
で
、
大
中

巨
氏
は
大
禰
宜
家
と
も
い
わ
れ
て
い
〜
加
山
平
安
未
期
に
こ
の
大
禰
宜
家
（
職
）

を
継
い
だ
の
は
大
中
区
実
一
房
で
あ
る
が
、
彼
は
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
六

月
一一一日
附
で
、
今
度
は
嫡
子
惟
一房
に
同
家
（
職
）
お
よ
び
そ
の
所
領
を
譲
る
こ

と
に
な
っ
た
。
い
ま
そ
の
譲
状
の
内
容
を
し
め
す
と
左
掲
の
通
り
で
あ
る
。

譲
渡大

禰
官一
職
金
丸
犬
丸
井
葛
原
牧
織
幡
村
所
々
神
田
等
譲
状
抄
帳

在
管下

総
国
呑
取
神
領
大
槻
郷
内

一
、
大
禰
守
一職
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惟
一
房
依
為
当
時
嫡
子
、
任
先
例
所
譲
与
也
、

一
、
処
々
神
田

浅
木
葉
参
町
参
段
小
見
郷
M
4町
木
内
郷
明
日
附
一

千
田
庄
内
福
田
郷
士
官
町

一
、
末
社
大
戸
宮
神
主
井
社
領
知
行
同
譲
与

（
庁
カ
）

四
至
者
、
所
被
載
宜
旨
井
応
宜
也
、

一
、
葛
原
牧
内
織
服
村

四一全
側一則
…
叩
ん
紘
一
川
一
時
渡
戸

一
一
一
山
一
町
一
湖
沼
一
九
州
十
日
原
・大
山間同切

（
条
）

一
、
金
丸
犬
丸
二
名
修
里
坪
付

一
条一

大
貫
里
十
三
南
湖
田
三
段
廿
じ
大
貫
回
一
一
一
段
三
上
陸
里

六
駒
井
田
五
段
七
漆
田
五
段
（
略
）

一
、
熟
田

八
条
一
葛
原
里

五
日
支
木
田
二
段
二
百
歩
僧
能
円
立
券
同
里
六
圭
田
二
百
ハ

同
人
立
券

一
町
内
高
総
田
二
段
乱
谷
田
八
段
僧
元
生
立
券

七
段
ゴ
一
百
歩
内
野
区
剛
詰
一
4
14
壮一耕一
一註一日
M
f駐
一
色
村
川

安
田
二
段
税
制
中
臣
吉
員
立
券
十
二
高
総
田
七
段
三
百
歩

判
官
代
苅
田
立
券
芝
床
回
七
段
判
官
代
占
部
延
晴
立
券

二
段
金
田
一
段
僧
良
算
立
券

一
、
村
々
名
畠
坪
付
金
丸
犬
丸

香
取
村

迫
畠
三
段

姦
畠
六
丁
三
段
小

井
上
畠
一
丁

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

玉郡
I日 司

大
槻
池
上
畠
一
丁
里
井
戸
昌
一
了
時
又
尻
富
品
三
段

於
支
畠
三
段
迫
上
畠
二
段
一
丁
字
宮
辺
自

一
処
併
何
時
間
一
判
明
畠
窪
井
畠
三
段
大
畠
村
五
段
字
大
成
畠

同
東
方
峰
畠
一
所
二
段
字
久
蒲
臼
田
一
一
一
段
瓶
、
ハ
猷
4
一何一緊即りいい、ハ一耕一

五
段
時
一一L
τ
r…一
歩
闘
い
…
制
耕
一
叩
五
段
副
祝
松
依
立
券
一
町
一
蘇
一
関

一
丁
五
段
一
時
間
一
松
山
畠
雌
時
中J
F明
白
山
内
山
条
六
段
精
一
詣
一
一
一
献

良
算
立
券
五
段
明
白
叫
削
一
一
紘
一
塩
西
弘
常
井
良
従
立
券
山
二
所

岬
苅
支
牧
野
二
所
伸
一
時
一
下
二
俣
村
五
段
字
一
吉
田
新
家
村
林
六
町
二

所
明
三
時
唯
一削
恥
云
五
代
以
後
品
作
田
太
村
二
段
僻
一
町
吉
原
村
一

（

一

脱

カ

）

（

施

カ

）

丁
又
所
字
麻
畠
丁
、
津
部
五
支
ト
字
片
山

畠

新
寺
絶
入
自
国
加
定

堀

辺

地

一

所

－

j
f

右
件
私
領
田
白
田
井
大
禰
宜
職
・
大
戸
宮
司
・
同
社
領
等
所
々
神
田
、
前
神

主
大
中
臣
惟
房
依
為
嫡
子
、
相
副
本
券
井
次
第
証
文
、
所
譲
与
也
（
略
）
、

（
3
）

（

4
〉

右
の
史
料
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
す
で
に
西
岡
虎
之
助
・
福
田
豊
彦
両
氏

が
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
重
復
を
さ
け
る
た
め
こ
こ
で
は
の
べ
な
い

が
、
い
ま
問
題
と
し
た
い
の
は
「
一
、
熟
田
」
の
項
と
「
一
、
村
々
名
畠
坪

付
金
丸
犬
丸
」
の
項
の
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
「
一
、
熟
田
」
の
項
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
こ
の
熟
田
の
は
じ
め
に
み
え
る
「
八
条
一
葛
原
里
」
の
条

（
条
〉

里
は
、
別
項
の
「
一
、
金
丸
犬
丸
二
名
修
里
坪
付
」
の
「
八
条
一
葛
原

里
」
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

こ
の
よ
う
な
一
致
は
コ
ニ
条
二
依

ハ
銀
）
山
里
」
「
五
条
二
神
一
瓜
里
」
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
こ

れ
ら
の
熟
田
と
金
丸
犬
丸
両
名
目
と
の
散
在
関
係
を
み
る
と
次
頁
の
表
の
如

（

5
） 

く
な
る
。

つ
ま
り
熟
田
の
所
在
地
は
、
「
坪
付
不
知
」
が
あ
る
と
は
い
え
、
原
則
的

に
は
金
丸
犬
丸
両
名
田
の
所
在
す
る
条
里
の
坪
内
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
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①
＠
一

ね
め
ら
れ
る
が
、
熟
同
と
は
口
分
日
系
統
の
名
同
で
あ
る
金
丸
犬
丸
岡
名
の

散
在
名
目
の
間
断
を
開
墾
し
て
で
き
た
凶
懇
一
旧
系
統
の
田
地
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
金
丸
犬
丸
岡
名
旧
と
は
統

一
し
え
な
い
旧
地
で
あ
り
、
両
者
の
関
係

は
全
く
対
ー
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
机
意
さ
れ

る
こ
と
は
、
西
岡
・
稲
田
両
氏
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
熟
悶
の
所
在
地

の
旦
坪
お
よ
び
間
数
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
僧
能
円
」
「
品
川
元
生
」
「
仏
相

燦
介
」
「
中
区
吉
員
一
「
郡
司
判
行
代
苅
川
二
判
官
代
延
時
」
「
僧
良
算
」

i'LJ 

等
の
「
立
券
」
に
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼

ら
が
香
取
社
領
内
の
大
禰
立
家
所
領
内
に
お
い
て
開
墾
を
行
い
「
立
券
」
を

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
し
た
が
っ
て
熟
田
と
は
彼
ら
の
私
領
に
属
し
た
旧

地
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
大
幅
宜
家
が
こ
れ
ら
の
立
券

者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
上
分
を
．
要
求
し
た
か
あ
る
い
は
要
求
し
な
か
っ
た

か
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
上
分
の
要
求
は
し
て
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
史
料
上
に
そ
う
い
う
要
求
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
み
ら
れ
な
い

こ
と
も
右
の
推
論
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
早
く
は
九
世
紀
の
大

（

6
） 

政
官
符
に
み
る
「
遂
以
開
熟
之
人
永
為
地
主
」
の
規
定
に
の
っ
と
り
、
旧
来
の

土
地
所
有
者
が
い
て
も
、
そ
の
開
墾
地
の
所
有
権
を
開
耕

一一者
が
主
張
で
き
た

（

7
〉

と
い
う
こ
と
に
も
と
づ
い
た
推
定
で
も
あ
る
。
ま
し
て
や
福
旧
民
が
い
わ
れ

る
よ
う
に
立
荘
化
さ
れ
て
い
な
い
香
取
社
領
を
も
っ
て
す
れ
ば
こ
の
推
定
は

ほ
ぼ
可
能
と
な
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
香
取
社
領
の
内
部
に
は
、
こ
う
し
た
中
小

地
主
日
私
領
主
屑
が
か
な
り
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
こ
の
点
は
「
一
、
村
々
名
品
坪
付
金
丸
犬
九
」
の
項
に
よ
っ
て
も
補

強
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
｛
副
祝
松
依
」
「
延
晴
」
「
良

算
」
「
弘
常
井
良
従
」
等
の
「
立
券
」
が
み
え
る
し
、
特
に
「
延
晴
」
「
良

算
」
は
「
一
、
熟
田
」
の
．
項
に
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
彼
ら
は
開
発
領
主
と
し

て
は
一
定
の
実
力
を
有
し
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
、
西
岡

氏
に
よ
れ
ば
「
弘
常
井
良
従
」
と
は
千
葉
介
広
常
と
そ
の
郎
従
か
も
し
れ
な

（

8
） 

い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
郎
従
を
も
っ
た

武
と
的
名
主
と
し
て
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ

ま
り
こ
こ
に
み
る
立
券
名
の
性
格
は
、
官
人
・
神
山日
・
僧
侶
・
武
士
的
名
主
附み

そ
あ
っ

て

一
般
勤
労
農
民
の
指
程
的
立
場
に
あ
っ
た
人
物
た
ち
で
あ
り
、
彼
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ら
は
所
領
関
係
に
お
い
て
必
ず
し
も
大
禰
宜
家
と
は
支
配
・
隷
属
の
関
係
に

（

9
〉

は
な
か
っ
た
私
領
主
層
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る

Q

ま
た

「
一
、
村
々
名
品
坪
付
金
丸
犬
丸
」
の
唄
に
は
、

「
辿
品
一
一一町」

「
出
土
品
一
一
一
段
」
「
迫
品
目
段
」
と
い
う
よ
う
に
「
迫
（
さ
こ
）
白
岡
」
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
台
地
の
侵
蝕
さ
れ
た
部
分
の
開
発
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
よ

（
印

〉

（

日

）

う
》
木
村
礎
・
一
角
’
品
緑
雄
両
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
当
該
地
（
小
野
・
織
一
明
）

に
は
、
ド
総
力
地
に
附
校
状
に
形
成
さ
れ
た
谷
戸
田
の
耕
地
が
展
開
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
の
こ
と
は
知
ら
れ
よ
う
じ
こ
の
谷
戸
聞
と
い

う
も
の
は
、
元
来
辺
境
に
み
ら
れ
る
開
墾
系
の
田
地
で
あ
り
、
在
地
土
豪
岡
山

の
広
的
性
格
を
強
く
も
つ
耕
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
項
で
さ

ら
に
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
御
年
代
有
垣
地
」
「
北
ハ
同
根
」
「
延

情
家
内
」

「峯
高
居
住
」
「
南
垣
」
「
西
北
中
垣
」
「
抑
辺
地
一
所
」
等
の

「
垣
」
「
山
本
内
」
「
居
住
」
「
明
」
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
こ
れ
ら
の
呼
称
は
居
屋
敷
あ
る
い
は
屋
敷
地
の
延
長
た
る
園
地
な
い
し
岳

地
を
し
め
す
語
で
あ
る
か
ら
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
こ
こ
に
み
る
畠
地

は
私
有
性
の
強
い
私
領
主
の
一
根
拠
地
の
周
辺
に
展
開
し
た
開
墾
系
の
耕
地

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
私
有
的
性
格
の
強
い
畠
地
か
ら
は
じ
ま
る
「
村
」

の
理
解
と
と
も
に
、
在
地
領
主
の
展
開
と
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
基
地
を
中

（ロ）

心
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
建
永

二
年
（
一
二

O
七
）
か
の
地
頭
平
胤
通
が
、
「
往
古
神
領
相
根
郷
号
地
頭
捌

（日）

内
、
打
止
検
注
使
令
抑
留
有
限
所
当
官
物
己
下
苧
桑
麦
地
子
等
」
し
た
と
訴

え
ら
れ
た
よ
う
に
、
検
注
を
受
け
な
い
「
地
頭
堀
内
」
が
そ
の
准
妨
の
根
拠

で
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
福
田
氏
は
、
右
の
開
墾
リ

「
立
券
」
を
め
ぐ
っ
て
、

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
〉

「開
墾
が

特
殊
な
有
力
者
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
般
農
民
の
無
力
な
段
階
」
を
規

定
さ
れ
、
さ
ら
に
コ
般
農
民
の
無
力
な
段
階
」
で
あ
る
が
故
に
「
大
禰
宜

（

H
H
） 

家
の
農
業
経
常
か
ら
の
分
離
は
完
成
し
得
な
い
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
架
し

て
守
人
・
神
官
・
僧
侶
・
武
土
的
名
主
等
の
開
墾
日
「
立
券
」
と
は
「
一
般

農
民
の
無
力
な
段
附
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い

う
と
、
私
は
こ
の
勤
労
農
民
に
対
す
る
氏
の
規
定
に
は
ん
よ
く
賛
同
で
き
な
い

の
で
あ
る

J

一
般
勤
労
農
民
と
思
え
な
い
も
の
が
立
券
宥
と
し
て
現
わ
れ
る

こ
と
は
、
ま
さ
に
古
代
に
お
け
る
内
在
的
附
級
関
係
の

一
到
達
時
点
で
あ
り
、

す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
立
券
者
「
延
哨
」
に
は
「
延
晴
家
内

五
段
」
「
峯
高
時
住
西
迫
畠
四
段
」
と
い
う
よ
う
に
彼
に
保
護

・
隷
属
し
て

い
た
と
み
ら
れ
る
勤
労
農
民
が
お
り
、
彼
の
開
墾
日
「
立
券
」
と
は
こ
の
よ

う
な
勤
労
農
民
の
労
働
力
に
依
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く

こ
う
し
た
労
働
力
な
く
し
て
彼
の
開
墾
H

「
立
券
」
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か

J

ま
た
平
安
末
期
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
「
二
俣

村
五
段
」
の
開
墾
の
折
に
は
、
「
右
件
所
者
、
臨
当
神
領
内
、
三
十
口
年
之
間

成
牧
之
地
、
無
段
歩
見
畠
而
前
神
主
大
中
巨
知
一
房
募
彼
地
口
物
、
為
進
毎
夜

（
江
川
）

之
御
燈
、
慨
微
力
、
廻
治
術
、
又
固
堀
垣
、
相
語
百
姓
等
、
可
令
耕
作
之
凹
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
大
宮
司
職
を
織
い
だ
知
一
聞
は
決
し
て
下
級
神
官
で
は
な
い

が
、
そ
の
彼
が
「
相
語
百
姓
等
」
と
し
て
社
領
や
公
領
そ
の
他
の
耕
作
者
で

あ
る
勤
労
農
民
の
力
を
か
り
ね
ば
、
御
燈
油
新
を
求
め
ん
た
め
の
耕
地
の
開

墾
お
よ
び
耕
地
の
維
持
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
右
の
事
実
は
し
め
し
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
官
司
職
を
継
い
だ
知
房
の
よ
う
な
上
級
神
官
が
開
墾

に
積
極
的
に
の
り
だ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
い
ま
だ
に
直
接
経
営

を
行
っ
て
い
た
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
が
、
逆
に
開
墾
・
経
営
を
行
う
に
当
つ

－？
h 

7
7 
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法
政
史
学

第
十
九
号

て
人
身
的
従
属
者
の
使
役
の
慣
用
語
で
あ
る
「
有
仕
」
う
と
は
異
な
る

「相

（

M
W
〉

誼
巴
う
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
従
来
の
直
接
続
常
と
は
違
っ

た
方
式
を
と
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
側
面
を
露
日
記
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
近
の
研
究
動
向

は
、
か
か
る
開
発
労
働
力
編
成
を
工
賃
支
給
に
よ
る
有
償
労
働
の
編
成
と
し

（

η） 

て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
こ

の
指
摘
は
正

し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
む
し
ろ
こ
こ
で
私
が
の
べ
た
い
の
は
、
香
取
社
に

お
け
る
平
安
末
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の
彼
の
職
の
所
有
者
が
、
た
だ
古
代

的
「
職
」
の
特
権
に
す
が
り
つ
い
て
い
た
だ
け
で
は
そ
の
領
主
的
発
展
が
維

持
で
き
る
も
の
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
領
の
支
配
者
は
そ
の
時
点

に
至
っ
て
も
基
本
的
に
は
そ
の
「
職
」
の
取
得
を
一
義
的
に
考
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
大
禰
宜
家
の
領
主
的
支
配

が
未
貫
徹
な
の
は
、
決
し

て

ご

般
農
民
の
無
力
な
段
階
」
の
せ
い
で
も
な

け
れ
ば
「
新
聞
の
都
度
国
街
の
承
認
を
必
要
と
す
る
段
階
」
に
あ
っ
た
か
ら

で
も
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
問
題
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
大
幅
宜
家
が
古
代
的
「
職
」
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
、
「
立
券」

を
行
う
よ
う
な
中
小
領
主
層
を
は
じ
め
勤
労
農
民
一
般
を
具
体
的
か
つ
組
織

的
に
掌
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
方
向
に

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
大
楠
宜
家
を
し
て
領
主
制
を
貰
徹
で
き
な
い

こ
と
の
最
大
の
そ
し
て
最
も
某
本
的
な
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
♀

確
か
に
知
房
が
「
回
附
垣
」
め
て
、
そ
の
私
的
区
画
を
設
定
し
た
こ
と
は
、

ま
た
中
世
の
労
働
力
編
成
と
し
て
の
「
相
語
百
姓
等
L

で
あ
っ
た
と
み
れ

ば
、
そ
の
行
為
は
時
流
に
順
応
し
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
問
題

は
、
香
取
社
領
の
支
配
階
級
に
お
い
て
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
貫
徹
し
え
た
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
固
堀
垣
」
め
「
相
語
百
姓
等
」
っ
て
開
墾
・
耕
地
の

』」L..ノ、

（
日
間
）

維
持
を
行
っ
た
知
房
の
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
実
一房
が
自
立
的
な
中

小
領
主
層
に
社
領
内
の
開
墾
リ
「
立
券
」
を
許
し
た
こ
と
は
、
彼
が
己
れ
の

力
で
己
れ
の
所
領
の
開
発
を
組
織
的
に
行
わ
ず
、
た
だ
課
役
免
除
の
特
権
を

求
め
て
社
領
の
開
墾
に
の
り
だ
し
た
に
す
ぎ
な
い
き
わ
め
て
独
立
的
な
中
小

領
主
層
を
し
っ
か
り
と
掌
握
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ

は
換
言
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
彼
が
所
領
の
取
得
権
と
結
び
つ
い
た
古
代
的

「
職
」
の
上
に
の
み
自
己
の
生
命
を
実
現
化
で
き
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
西
岡
・
福
田
両
氏
が
の
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
約
一
世
紀
に
も
わ
た
る
中
巨
・
大
中
区
間
族
の
任
期
の
あ
る
大
宮

司
職
継
承
斗
争
過
程
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
職
の
獲
得
の
た
め

に
は
変
節
を
も
敢
え
て
辞
さ
な
い
行
為
と
し
て
典
型
的
に
展
開
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
彼
ら
は
、
こ
の
ま
ま

で
は
、

古
代
国
家
王
朝
貴
族
階
級
の
没
落
と
と
も
に
円
減
し
て
い
く
運
命
に

あ

っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
れ
は
在
地
の
勤
労
農
民
を
現
実
的
に
把
握
し
て
成
長

し
て
く
る
回
堵
的
な
地
主
層
と
遊
離
し
て
自
己
の
私
常
田
を
没
落
さ
せ
た
私

（

ω） 

前
旧
領
主
の
よ
う
に
、
決
し
て
封
建
的
な
領
主
的
支
配
を
指
向
し
た
姿
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
の
危
機
は
、
十
一一一
世
紀
半
に
な
る
と
、

（
ゐ
ノ
郷

者

カ

）

（

却

）

「
所
詮
当
社
領
十
二
郷
其
内
九
巳
口
口
千
葉
介
之
領
也
、
令
進
退
地
本
之
条
」

と
い
う
よ
う
に
、
香
版
社
領
を
蚕
食
し
た
在
地
の
最
も
有
力
な
土
豪
千
葉
氏

に
よ
っ

て
明
確
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
香
取
社
領
の
支
配
者
の
こ
う
し
た
時

期
に
領
主
的
方
向
を
歩
ん
で
い
た
の
は
、
中
小
領
主
国
と
し
て
社
領
を
同
発

H

「立
券
」

し
た
「
郡
司
判
官
代
苅
田
」
「
判
官
代
占
部
延
哨
」
等
の
国
術

機
構
最
末
端
の
官
人
や
「
弘
常
井
良
従
」
の
よ
う
な
武
士
的
名
主
層
に
お

い

て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
自
立
的
な
谷
一戸
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田
昌
を
経
営
し
つ
つ
倒
別
的
在
家
住
人
層
を
保
護
・
隷
属
さ
せ
な
が
ら
、
や

が
て
一
定
地
域
の
村
を
私
領
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
千
葉
氏
の
よ
う
な
豪
族

的
領
主
の
も
と
に
組
織
化
さ
れ
る
階
層
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
『
保
元
物

語
』
に
み
る
義
朝
の
武
力
構
成
の
一
部
を
な
し
た
常
胤
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
県
本
的
に
は
右
の
よ
う
な
官
人
・
武
士
化
し
た
名
主
層
等
の
在
地
の
中

〈
江
〉

小
領
主
層
ー
を
組
織
し
え
た
と
こ
ろ
の
内
容
を
し
め
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ

7
u

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
豪
族
的
領
主
層
に
よ
る
中
小
館
主
闘
の
組
織
化
が
可
能

（

n） 

と
な
っ
た
主
要
な
要
因
は
、
石
母
田
正
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
某
本
的

に
は
古
代
律
令
国
家
体
制
の
全
般
的
施
緩
に
よ
っ
て
国
街
・
寺
社
の
圧
迫
が

当
該
地
に
あ
っ
て
は
先
進
地
域
の
よ
う
に
強
く
残
存
し
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ

に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註
（
1
〉
『
一
衛
取
大
宮
司
系
図
』
続
群
書
類
従
系
図
部
υ

（
2
〉
『
大
禰
宜
実
一
房
譲
状
断
簡
』
旧
大
綱
宜
家
文
書
四
・
五
号
、u

（

3
）
商
岡
虎
之
助
「
坂
東
八
ヶ
国
に
お
け
る
武
士
領
荘
園
の
発
達
」

ハ
同
氏
「
荘
園
史
の
研
究
』
下
巻
一
所
収
五
九
三

J
六
O
八
頁
〉
。

（
4
〉
福
田
豊
彦
「
封
建
領
主
制
形
成
の
一
過
程
」

（
安
田
元
久
編

『
日
本
封
建
制
成
立
の
諸
前
提
』
所
収
二
八
四

t
八
頁
）
。

ハ
5
〉
高
島
緑
雄
「
中
世
に
お
け
る
香
取
社
領
の
村
落
」
（
「
地
方
史
研

究
」
一
一
ノ
一
号
）
は
、
社
領
の
条
里
復
元
を
行
わ
れ
て
い
る
。

（
6
）
弘
仁
十
年
十
一
月
五
日
お
よ
び
天
長
四
年
九
月
廿
六
日
附
「
太

政
官
符
』
（
『
類
緊
三
代
格
』
巻
十
六
閑
廃
地
事
）
。

（
7
〉
大
山
喬
平
「
日
本
中
世
の
労
働
編
成
」
（
「
日
本
史
研
究
」
五
六

号）。

（
8
〉
西
岡
氏
前
掲
書
六

O
八
頁
。

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

（
9
）
福
田
氏

（
前
掲
論
文
二
八
八
頁
）
は
、
こ
れ
ら
の
立
券
者
を
も

っ
て
小
土
豪
と
但
保
さ
れ
て
、
「
大
綱
宜
家
は
こ
の
よ
う
な
小
ヒ
一
栄

の
上
に
領
主
的
支
配
宏
行
っ
て
い
た
聞
も
ら
っ
た
と
い
い
得
る
」
と

の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
田
畠
地

が
大
欄
宜
家
の
名
で
あ
る
金
丸
犬
丸
両
名
の
内
部
に
合
ま
れ
た
田
岳

地
で
あ
っ
て
、
立
券
者
は
金
丸
犬
丸
両
名
の
従
名
で
あ
っ
た
と
考
え

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
私
に
い
わ
せ
れ
ば
、
従
名
で
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
開
墾
に
よ
る
開
墾
者
の
所
有
権
の
主
張
に
は
一
向
に
抵

触
し
な
い
も
の
と
考
え
る
の
で
氏
の
よ
う
に
は
理
解
し
な
い
。
た
だ

問
題
に
な
る
の
は
、
「
立
替
」
に
よ
る
お
い
領
を
大
禰
宜
家
が
認
め
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
大
淵
宜
家
所
領
の
開

墾
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
国
街
領
と
し

て
の
香
取
社
領
を
し
っ
か
り
と
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

（
叩
）
永
原
慶
二
「
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
」
（
稲
垣
泰
彦
・
永

原
慶
二
編
「
中
世
の
社
会
と
経
済
』
所
収
一
五
六
J
八
頁
）
。

（
日
）
木
村
礎
・
高
島
緑
雄
「
香
取
社
領
に
お
け
る
集
洛
と
耕
地
」

（
「
駿
台
史
学
」
一
三
号
〉
。

（
ロ
）
と
の
点
に
つ
い
て
は
、
戸
田
芳
実
・
河
音
能
平
氏
等
の
い
わ
ゆ
る

「
私
宅
」の
論
理
は
極
め
て
有
効
な
提
言
と
な
ろ
う
（
戸
田
芳
実

「
中

世
の
封
建
領
主
制
」
岩
波
講
座
「
日
本
歴
史
』
六
巻
中
世
二
参
照
）
。

〈
日
）
建
永
二
年
十
月
日
附
『
関
白
前
左
大
臣
家
政
所
下
文
写
』
旧
大

踊
宜
家
文
書
二
一
号
。

（
H
）
福
旧
氏
前
掲
論
文
二
八
八
頁
。
尚
、
氏
は
こ
こ
で
大
禰
宜
家
の

領
主
的
支
配
が
未
貫
徹
な
原
副
を
直
接
続
営
と
と
も
に
「
新
開
の
都

v七
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法
政
史
学

第
十
九
号

度
国
街
の
承
認
を
必
要
と
し
た
段
階
」
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
国
街
領
で
あ
れ
ば
、
そ
の
開
懇
に
あ
た
っ
て
国
街
の

承
認
を
え
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
領
主
制
の
貫
徹
と
は
直

接
的
に
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
大
孤
立
家
の
領
主
的
支

配
の
末
貫
徹
な
原
閃
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（
日
）
年
月
不
詳
『
二
俣
村
荒
野
開
墾
免
許
状
断
簡
』
旧
源
太
祝
家
文

堂
百
一
一
一
口
す
。

（M
W
）
戸
田
芳
実
「
中
世
の
封
建
領
主
制
」
（
岩
波
講
座

『
日
本
歴
史
』

六
巻
中
世
一
一
。
二
一
一
一
八
頁
〉
参
照

Q

（
げ
）
犬
山
氏
前
掲
論
文
参
照
。

（
山
崎
）
知
房
の
事
業
は
ど
の
へ
ん
ま
で
貫
か
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

前
掲
註
（

1
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
安
一
一
五
元
年
（
一
一
七
五
）
八
月
に
存

取
宮
司
に
補
せ
ら
れ
た
人
物
で
大
中
臣
真
房
の
次
別
で
あ
り
大
孤
立

職
を
継
い
だ
佐
一
房
の
弟
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
官
司
職
を
継
示
し
た

後
の
彼
の
領
主
的
発
展
は
の
ぞ
め
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
ο

（
印
）
福
田
氏
自
身
、
か

か
る
中
小
領
主
（
小
土
豪
）
層
の
大
櫛
宜
家

へ
の
関
係
を
、
「
彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
関
係
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
金
丸
犬
丸
が
神
間
の
系
譜
を
ひ
さ
、
・
・
：
：
課
役
免
除
の
特
権
を

も
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
一
部
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
た

の
で
あ
ろ
う
。
大
閣
立
家
の
隷
属
民
の
独
立
化
を
考
え
る
必
然
性
は

な
い
」
（
前
掲
論
文
二
八
九
頁
）
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経

営
面
に
お
い
て
自
立
し
て
い
る
中
小
領
主
同
の
利
益
追
及
こ
そ
、
彼

ら
を
し
て
大
踊
宜
家
領
に
結
ひ
つ
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
点
に
悶
同
意

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一八

（
初
）
克
元
元
年
九
月
廿
五
日
附
『
鎌
倉
幕
府
下
知
状
写
』
旧
大
禰
宜

家
文
書
一
九
号
。

（
幻
）
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』
。
特
に
第
一
章
第
三
節
参
照
。

（
竹
山
）
安
田
一見
久
氏
（
「
古
代
末
期
に
於
け
る
関
東
武
士
団
」
同
氏
編

『
H
本
封
建
制
成
立
の
諸
前
提
』
所
収
三
八

I
九
、
六
回

t
九
頁
）

は
、
『
保
元
物
語
』
に
み
る
義
朝
の
武
力
構
成
を
め
ぐ
っ
て
上
下
総

両
国
（
広
常
・
常
胤
）
の
性
格
を
考
え
ら
れ
、
他
の
諸
国
で
は
複
数

の
武
士
団
が
義
朝
軍
に
参
加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
両
国
だ

け
が
単
数
（
上
総
日
広
常
、
下
総
リ
常
胤
）
に
よ
っ
て
在
地
の
多
く

の
中
小
武
士
団
が
組
織
化
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
中
・
小
式
士
団
が

表
団
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
豊
田
武

氏
（
『
武
士
と
村
落
』
一
三
頁
）
は
、
式
蔵

・
相
枚
の
情
勢
を
勘
案
さ

れ
な
が
ら
、

『
保
元
物
語
』
の
上
下
総
両
国
に
中
小
武
士
聞
が
み
ら

れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
両
国
が
広
常
や
常
胤
に
統
一
さ
れ
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
べ
て
い
る
ο

し
か
し
豊
田
氏
の
場
合
は
、

そ
の
日
パ
体
的
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
『
保
元
物

江間
』
の
表
現
を
分
析
さ
れ
た
安
田
氏
の
説
に
し
た
が
い
た
い
υ

尚
、『
保
元
物
語
』
の
記
載
を
過
大
に
評
価
し
て
い
仏
常
や
常
胤
を
「
一

国
領
主
」
に
措
定
す
る
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
。

（
お
）
行
母
川
正

『
古
代
末
期
政
治
山
序
説
』
上
巻
一

二
七
頁
。

む

び

す

古
代
末
期
に
お
け
る
香
取
社
領
を
代
表
す
る
大
綱
宜
家
所
領
の
田
地
は
、

古
代
的
な
条
里
坪
付
を
も
っ
て
表
示
し
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
金
丸
犬
丸
両
名
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に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
た
υ

し
か
し
な
が
ら
こ
の
所
領
内
の
同
地
に
対
し

て
、
き
わ
め
て
私
有
性
の
強
い
畠
地
ぽ
「
村
」
を
も
っ
て
称
呼
さ
れ
田
地
主
は

明
確
に
区
別
を
さ
れ
て
い
た

Q

私
有
性
の
強
い
畠
地
が
「
村
」
と
呼
ば
れ
て
古

代
的
な
条
里
制
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
ぎ
り
、
「
村
」
の
変
遷
は
必
然

な
も
の
と
な
る

Q

す
な
わ
ち
「
村
」
が
私
的
所
有
関
係
を
内
容
と
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
私
的
所
有
関
係
の
展
開
を
意
味
す
る
在
地
領
主
制
の
発
展
に

伴
い
、
「
村
」
の
呼
称
が
田
地
に
も
適
川
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
し
、
さ
ら
に

は
山
林
原
野
を
も
包
含
す
る
一
定
の
広
が
り
を
も
っ
地
域
に
も
川
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
「
村
」
は
古
代
的

な
郷
里
制
の
地
域
的
範
時
と
同
じ
実
体
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

E

認

味
す
る
。
た
だ
異
な
る
点
は
、
私
的
所
有
関
係
の
本
質
を
有
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
在
地
領
主
制
の
展
開
に
伴
っ
て
「
村
」
の

名
称
・
区
分
も
、
彼
ら
の
支
配
・
徴
納
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
組
み
か
え
ら

れ
て
く
る
。
そ
の
意
味
か
ら
い
う
と
、
中
世
期
の
史
料
上
に
現
わ
れ
る
「
村
」

は
、
可
変
的
所
有
関
係
を
内
容
と
す
る
私
領
主
あ
る
い
は
在
地
領
主
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
擬
制
的
村
（
落
）
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
私

領
主
あ
る
い
は
在
地
領
主
は
そ
の
自
己
の
「
相
伝
の
私
領
」
を
完
掌
す
る
過

程
で
「
村
」
の
冠
を
支
配
地
（
「
私
領
」
）
に
附
す
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
本
来
的
に
「
村
」

H

「
私
領
」
出
排
他
的
性
格
を
伴
っ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
い
わ
ゆ
る
権
門
寺
社
へ
の
「
私
領
」
寄
進
と
は
、
私
領
主
あ
る
い
は
在

地
領
主
層
が
も
っ
「
私
領
」
の
排
他
的
性
格
を
合
理
的
に
貫
く
た
め
の
一
行

為
で
あ
っ
て
、
「
私
領
」
の
本
質
と
し
て
の
排
他
性
を
と
り
の
ぞ
い
て
は
考

え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
国
街
権
力
か
ら
独
立
し
、
そ
の
排
他
性
を
法
的

に
確
立
す
る
た
め
に
自
己
の
「
相
伝
の
私
領
」
を
皇
太
神
宮
領
と
な
し
た
下

総
権
介
平
常
重
の
如
き
は
、
ま
さ
に
私
的
所
有
関
係
に
あ
る
排
他
的
な
「
村
」

日
「
私
領
」
の
集
合
体
を
上
分
寄
進
に
よ
っ

て
名
実
と
も
に
確
立
し
よ
う
と

意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
右
の
千
葉
氏
の
動
向
に
比
し
て
、
香
版
社
（
大
禰
宜
家
領
）
の

場
合
で
は
、
そ
の
「
私
領
」
に
お
け
る
排
他
性
は
あ
ま
り
貫
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
香
取
社
領
の
支
配
権
は
、
本
来
古
代
的
「
職
」
に
附
属
し
た
権

古
代
末
期
の
「
村
」
と
在
地
領
主
制
（
村
川
）

限
で
あ
っ
て
、
所
領
支
配
は
古
代
的
「
職
」
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
可
能
と
な
る
コ
し
た
が
っ
て
香
収
社
の
最
高
支
配
権
た
る
大
宵
司

・

大
雨
宜
両
職
の
代
々
の
継
ポ
ホ
引
は
、
所
領
支
配
と
い
う
こ
と
よ
り
「
職
」
の

獲
得
・
保
持
を
自
己
の
主
要
課
題
と
し
て
い
た

J

こ
の
た
め
鎌
倉
中
期
に
至

っ
て
も
社
領
内
の

「村
」

（「
職
」
継
承
者
の
支
配
す
る
「
村
」
）
は
現
実
的

性
格
に
と
ぼ
し
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
「
村
」
の
本
来
的
性
格
が
所
領

支
配
の
面
で
生
か
さ
れ
る
こ
L
し
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
所
領
内
に

お
け
る
中
小
領
主
憎
の
私
的
所
有
関
係
が
谷
戸
田
品
の
経
営
を
中
核
に
し
て

「
村
」
を
も
っ
て
独
’
目
的
に
展
開
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
を
排

除
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
彼
ら
を
組
織
化
し
、
自
己
を
在
地
領
主
と
し

て
の
姿
体
に
ま
で
高
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
独
自

的
に
社
領
内
を
開
墾
し
つ
つ
、
例
別
的
勤
労
農
民
を
そ
の
支
配
下
に
吸
収
し

て
い
く
中
小
領
主
層
は
、
や
が
て
千
葉
氏
の
よ
う
な
豪
族
的
領
主
層
に
よ
っ

て
そ
の
封
建
的
機
構
の
内
部
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る

3

歴
史
に
お
け
る
勤
労
人
民
は
社
会
の
基
礎
部
門
に
あ
っ
て
、
こ
つ
こ
つ
と

労
働
し
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
る
ο

「
中
世
が
農
村
か
ら
出
発
し
た
」
と
い
わ

れ
る
時
、
わ
が
国
で
は
班
山
農
民
の
分
解
の
中
か
ら
成
長
し
て
〈
る
在
地
領

主
層
が
、
勤
労
農
民
を
ど
の
よ
う
に
掌
慢
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
白
ら
の
封

建
的
支
配
組
織
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
古
代

的
「
職
」
の
中
に
の
み
あ
っ
た
香
版
社
の
領
主
制
は
、
基
本
的
に
右
の
命
題

に
反
し
て
お
り
、
彼
ら
が
真
の
在
地
領
主
制
の
軌
道
に
自
己
を
の
せ
る
に

は
、
そ
の
古
代
的
「
職
」
の
権
威
と
は
別
に
、
右
の
問
い
に
積
極
的
に
．
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
コ
ま
さ
に
香
以
社
で
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た

の
は
鎌
倉
中
期
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
南
北
朝
以
降
本
格
的
に
こ
の
自
己
課
題

を
追
及
す
る
よ
う
に
な
る

Q

小
杭
で
は
、
香
取
社
の
右
の
展
望
と
と
も
に
鎌

倉
か
ら
室
町
則
の
社
偵
の
基
礎
構
造
を
の
ベ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

尚
、
本
論
は
福
田
地
区一彦
氏
の
業
績
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
氏
へ
の
疑
問
点
を
中
心
に
す
え
て
い
る
。
も
し
誤
解
が
あ
れ
ば
お
許

し
頂
き
た
い
。
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